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年報 2009 の発刊によせて

館　長　　藤　本　　　強
  2008 年（平成 20 年）10 月 12 日には、第 20 回全国生涯学習フェスティバル「まなびピア
ふくしま2008」においでになっていた秋篠宮ご夫妻をまほろんにお迎えすることができました。
体験学習をしていた子供たちの様子を熱心にご覧いただき、親しく声もかけていただきました。
皇族のご来館は初めてのことで、お年寄りを主にした周辺の方々がお出迎えとお見送りに多数玄
関に集まったのが印象的でした。
　8 月 14 日には、入館者が 25 万人になりました。こつこつと地味ながら努力してきたことが
こうした結果につながったものと思われます。来館者の方々をはじめとしてご支援・ご協力いた
だいている方々に改めて感謝します。
　指定管理者制度による第１期の３年が経ち、無事終了することができました。幸い、続く 5
年間の運営もこれまで通りに担当していくことにもなりました。長期にわたってまほろんを運営
していく立場に立つと、種々の課題が生じています。特に貴重な資料の保管という点では運営母
体が安定していないと責任の所在が曖昧になります。県民や国民に対し、責任をもって資料を保
管し、活用する機関としての位置づけを考える必要がありましょう。前年の年報にも書いたこと
ですが、もう一度強調しておきたいと思います。
　入館者の数は 33,007 人と昨年度に及びませんでした。館外利用者の数は 14,025 名と過去最
高の数になった前年の数には僅かに達しませんでした。県外の入館者の落ち込みが大きく、景気
の低迷がこうしたところにも影響しているようです。残念ですがやむをえないことです。ホーム
ページのアクセス数も昨年同様に 4 万件を超えています。特筆すべきものは、データベースへ
のアクセス数が 35 万件を超えたことです。これまで年間 3 万件ほどで推移し、2007 年度には
じめて 10 万件を超えたというのが過去最高の数字であったのが、一挙に 3.5 倍以上になりまし
た。それまでの数年間と比べると 10 倍以上になったといえます。長期間におよぶ地道な営みが
成果を見せはじめたということができましょう。
　企画展では、まず 4 ～ 5 月にかけて 2006 年度の 3 月から引き続いた「まほろん春のてんじ
　新編陸奥国風土記　巻之六　行方郡」を開きました。7 ～ 8 月には「まほろん夏のてんじ　
金の冠 鐡のかぶと－東京国立博物館収蔵資料に見るふくしまの古墳時代－」を開きました。東
京国立博物館と相互貸借をした資料を中心にしたてんじです。10 ～ 12 月に指定文化財展「ま
ほろん秋のてんじ　ふくしまの重要文化財Ⅵ：考古資料：石川町鳥内遺跡」を開催しました。
2009 年 3 月からは「まほろん春のてんじ　新編陸奥国風土記　巻之七　信夫郡」をはじめ、こ
れは 2009 年度に引き継ぎました。すべてふくしまの資料を県民に知っていただくてんじです。
　本年度は、2007 年の製鉄の復元実験で得た銑鉄を利用して蕨手刀形のペーパーナイフを作る
体験学習をしました。自ら作った鉄で刃物ができることに感動しきりでした。
　おでかけまほろんも小規模校を主にして 20 ヶ所で開催し、700 名近い生徒さんに体験いただ
きました。県民の方々の中にまほろんの仕事が着実に根付いてきていることを実感しています。
これからも多くの方々に支えられながら、着実に歩み続けたいと考えています。
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平成６年度
福島県文化財保ޢ৹議会が、「福島県文化財
センター（Ծশ）੔備ج本構૝報ࠂ書」を౴
ਃ

平成８年度
「福島県文化財センター白河館（Ծশ）ج本
定ࡦ「画ܭ

平成９年度　ج本設ܭ
平成 10 年度　実施設ܭ・用地औ得・଄成޻事
平成 11 年度　଄成޻事・建築޻事
平成 11 年 11 月

施設Ѫশをެืし「まほろん」にܾ定
平成 12 年３月 

γンボルϚーク・ϩΰϚークのܾ定
平成 12 年度

建築޻事・環境੔備޻事・໺外展示޻事・԰
内展示޻事　　　　　　　　　

平成 13 年３月 27 日　
福島県文化財センター白河館条例及び施行規
則制定

平成 13 年度　԰内展示޻事
平成 13 年４月１日　

福島県より財ஂ๏人福島県文化ৼڵ事業ஂに
管理運営ҕୗ

平成 13 年７月 15 日
福島県文化財センター白河館開館記念ࣜయ

平成 13 年８月５日　開館記念イベント開催
平成 13 年８月 17 日　入館者１万人౸達

第１章　まほろんのԊֵ
　１　։館まͰの͋ΏΈ

　２　։館ޙの͋ΏΈ

第 1 章　まほろんの沿革

平成 14 年１月 26 日　入館者３万人౸達
平成 14 年７月 21 日　開館１周年記念イベン
ト開催　　　
平成 15 年７月 20 日　開館２周年記念イベン
ト」開催
平成 16 年２月 28 日　入館者 10 万人౸達
平成 16 年７月 24 日～８月８日　まほろん移
動展郡ࢢࢁ民文化センター開催
平成 16 年７月 25 日　開館３周年記念イベン
ト開催
平成 17 年７月 18 日

開館４周年記念イベント「まほろん４周年だ
よʂボランティア 2005」開催

平成 17 年９月４日　入館者 15 万人౸達
平成 18 年７月 15 日～７月 17 日

「おか͛さまで５周年ʂʂまほろん感謝ࡇ」
開催

平成 18 年８月５日～９月 18 日
福島県立博物館移動展「അと人の年代記～大
陸からふくしまへ～」開催

平成 19 年３月 10 日～５月 13 日
平成 18 年度まほろん春のてんじ「新編陸奥

　։館ه೦ΠϕンτのΑ͏͢

　ʹ͗Θ͏ମ׆ݧಈ室

　ಛผలのΑ͏͢
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国風土記 巻之ޒ 会௡郡・໹ຑ郡 そのೋ」開
催

平成 19 年３月 10 日～５月 13 日
まほろん移動展「新編陸奥国風土記 巻之ޒ 
会௡郡・໹ຑ郡 その一」福島県立博物館開
催

平成 19 年４月 14 日　入館者 20 万人౸達
平成 19 年 10 月６日～ 12 月２日

平成 19 年度まほろん秋のてんじ「ふくしま
の重要文化財ᶛ　考古資料：古墳時代前期編」
開催

平成 19 年 12 月９日
　「まほろんࡇりボランティア 2007」開催
平成 20 年１月 23 日～２月６日

福島県文化ৼڵ事業ஂ૯力事業「ふくしま発
信 ��� 古代鉄生࢈のٕज़」企画展 福島県文化
センター開催

平成 20 年１月 26 日～１月 27 日
福島県文化ৼڵ事業ஂ૯力事業「ふくしま発
信 ��� 古代鉄生࢈のٕज़」講演会・γンϙジ
΢ム・上ө会 福島県文化センター開催

平成 20 年３月 15 日～５月 11 日
平成 19 年度まほろん春のてんじ「新編陸奥
国風土記 巻之六 行方郡」開催

平成 20 年７月 12 日～７月 13 日
まほろんイベント「夏まつり」開催

平成 20 年７月 26 日～８月 31 日
まほろん夏のてんじ「金の冠 鐡のかぶと～
東京国立博物館収蔵資料に見るふくしまの古
墳時代～」開催

平成 20 年８月 14 日　入館者 25 万人౸達
平成 20 年 10 月４日～ 12 月７日

まほろん秋のてんじ「ふくしまの重要文化財
Ⅵ　考古資料：石川町鳥内遺跡」開催

平成 20 年 10 月 11 日～ 10 月 15 日
第 20 回全国生涯学習フェスティバル「まな
びピアふくしま 2008」体験学習޿場へࢀՃ 
ϏοάパϨοトふくしま開催

平成 20 年 10 月 12 日
第 20 回全国生涯学習フェスティバル「まな
びピアふくしま 2008」開会ࣜ出੮、県内ࢹ
来ޚ、のため来福されていた秋篠宮ご夫妻࡯
館

平成 20 年 12 月７日
　まほろんイベント「໫つき大会」・ボランテ

ィアイベント「まほろんࡇりボランティア
2008」開催

平成 21 年２月 15 日
まほろんイベント「ౙまつり」開催

平成 21 年３月 14 日～５月 17 日
平成 20 年度まほろん春のてんじ「新編陸奥
国風土記 巻之七 信夫郡」開催

ΞンΪンฤΈのΑ͏͢࠲ߨٕ࣮　

मのΑ͏͢ݚݧ৬һൃ۷ௐࠪମڭ　

　ळࣰޚٶ෉ޚ࠺དྷ館のΑ͏͢
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第２章　ฏ੒ ��೥౓の૊৫ͱ༧ࢉ

　１　૊　৫

財ஂ๏人 福島県文化ৼڵ事業ஂ

福島県文化財センター白河館福島県文化センター

理 事 長 ෋ాࢤ޹
෭理事長 藤本　強
෭理事長 ౉ᬒ࿨༟

෭館長

૯務άルーϓ 学ܳάルーϓ

館　　長
事
務
局 福

島
県
文
化
会
館

福
島
県
歴
史
資
料
館

遺
跡
調
査
部

入໳研修
研修ૅج
ઐ໳研修
特ผ研修等
講࠲・講演会

常設展・企画展
体験学習
資料管理・貸出し等
情報発信
ボランティア運営等

会ܭ・経理
ॸ務
施設管理

　৬һ໊฽

　２　༧　ࢉ
　Ұൠձܭ
　㧨෼౉㧪

　　　　　ᜰቯ▤ℂ⠪ᆔ⸤ᢱ࡮ ����������� ౞

　　　　　　　　　　　　㔀෼౉࡮ ������ ౞

　　　　　　　　　　⸘ว࡮  �����1��1�� ౞

　㧨ᡰ಴㧪

⾌ᴡ㙚▤ℂㆇ༡⊕࡯࠲ࡦ࠮⽷ᢥൻ࡮

　　　 　　　　　　　　　���������1� ౞

　　　　　　　　　　　⸘ว࡮ ���������1� ౞

　ಛผձܭ
　㧨෼౉㧪

　　੐ᬺ෼౉㧔‛ຠ⽼ᄁ෼౉㧕࡮ ��������� ౞

　　　　　　　　　　　㔀෼౉࡮  1������ ౞

　　 　　　　           ⸘ว࡮ ��������� ౞

　㧨ᡰ಴㧪

　　　　　　　　　　　⾌੐ᬺ࡮ ��1������ ౞

　　　　　　　　　　⾌⺖⒢౏⒅࡮ ������� ౞

��������� 　　         　　　　　⸘ว࡮ ౞

第２章　平成 20 年度の組織と予算

৬　   　　名
館　　   　長
෭     館     長

総
務
グ
ル
ー
プ

学
芸
グ
ル
ー
プ

課長（݉務）
主　　   　査
主　   　　事

ྟ時事務ิॿһ
ྟ時事務ิॿһ

日等物品ൢചิॿһٳ
課  長  心  得
主   　　　װ

名　　    　　ࢯ ৬　　　　　　名 名　　    　　ࢯ
藤　 本　   　　強

౉　 辺　   　　力
౉　 辺　   　　力

ླ　 ໦　 幸　 夫
新Ҫా　   ହ    ಙ
ླ　 ໦ 　හ　 ߐ
੪    藤     ཅ     子
٢　 ా　 ඒஐ子

安　 ా         ູ
๕　 լ　 ӳ 　一

ઐ໳学ܳһ
ઐ໳学ܳһ

石　 本　   　　߂
高     ڮ     信    一

෭　 主 　װ ٢     ా     ल     ږ

ઐ໳学ܳһ 藤 　୩　   　　੣

学    

芸    

グ    

ル    

ー    

プ

主任学ܳһ
主任学ܳһ
主任学ܳһ
主任学ܳһ

　主任学ܳһ
෭主任学ܳһ

৬һ૯数　２４名　（内県೿２ݣ名）

（1） 5月15日స入　　（2） 5月15日స出　　（3） 3月1日࠾用

藤　 ӻ    夫 　ࠤ
ೳ 登 ୩　એ　߁
঵    夫     ݪ    ੁ
大 河 ݪ　 　　ษ
大　 ೾　 紀 　子
୮ 　࣏ 　ಞ　 Յ

෭主任学ܳһ ࢙ 　ࠀ　 ా　 ۻ
学 　ܳ 　һ
アテンμント
アテンμント
アテンμント
アテンμント
アテンμント

め͙み  　ా 　ࢁ
Ԭ　 ా　 ඦ߹ܙ

大　 ށ　 ए 　ࡊ
ܙ 　೾　 理 　؛

ീ　 島　 ઍ　 夏

প　 ా　 ࣿ　 貴（１）

（２）

（３）
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第̏章　؅ཧۀ຿の࣮施͓Αͼ利用ঢ়گ
　１　利用ঢ়گ
　
　１．利用者数

平成 20 年度の૯利用者数は 47,032 名（19
年 度 48,677 名 ） で、 そ の 内 訳 は 入 館 者 が
33,007 名（19 年度 34,235 名）、県立博物館
とのڞ催企画展や館外文化財研修、小中学校
など館外体験学習等の館外利用者が 14,025 名
（19 年度 14,442 名）であり、入館者、館外利
用者ともに前年度よりݮগした。入館者につい
ては、４月～８月は前年に比べて߹ܭで 871
名૿とॱ調に推移していたが、９月以߱は֤月
とも前年度よりݮগした。入館者ݮগ対ࡦとし
て̧̥活動を活発に行ったり、２月に「まほろ
んౙまつり」を新規に企画して実施するなどの
方ࡦを講じたが、最終的に前年に比べて 1,228
名のݮগであった。

入館者の内、一ൠ来館者は前年と同様の入館
者であったが、ஂ体利用者が 12,996 名で、前
年度に比べて 1,185 名ݮগしており、ஂ体利
用者のݮগが入館者ݮগの大きな要Ҽとなっ
た。
　
　２．利用者の内訳と傾向
　（１）地Ҭผ利用状況
　館利用者の県内、県外比཰は、県内来館者
82ˋ（うち白河ࢢ 39ˋ）、県外来館者 18ˋで

あり、前年度より県内利用者が６ˋほど૿Ճし
ている。
　（２）年ྸ૚ผ利用状況
ಐ・生徒（高校生以Լ）がࣇ　 42ˋを઎める。
　（３）ஂ体利用状況と傾向
　ஂ体利用の૯数はஂ体数が 354 ஂ体（19 年
度 388 ஂ体）、ஂ体来館者数は 12,996 名（19
年度 14,181 名）とともに前年よりݮগしてい
る。利用の内訳は、小学校などの学校関܎の利
用が૯数の 58ˋを઎め、ほ΅前年と同様の利
用があった。学校等の利用は、国立ಹਢߕ子੨
গ年自વのՈのஂ体活動との࿈ܞをੵۃ的にਤ
るなどの方ࡦや、県内だけでなく他県の小学校
等への޿報活動もੵۃ的に行っている結果と思
われる。その他、生涯学習関܎では、子供会活
動での利用が前年同様の利用者数であったが、
行੓機関関܎（前年比 586 名ݮগ）とཱྀ行ஂ
体などその他ஂ体（前年比 1,284 名ݮগ）が
20 年度は大きくݮগしている。行੓関܎では、
９月以߱、財੓೉や೩料අの高ಅから予໿がऔ
りফされることもあり、またཱྀ行ஂ体関܎では、
これまでཱྀ行関܎利用の主ྲྀであった付近のԹ
ઘ施設利用者の来館が９月以ܹ߱ٸにݮগして
いる。20 年秋以߱の景気低迷が大きく影響し
ているものと推࡯される。

開館日数 ༮ࣇ 小中学生 高校生
４月 27

28
25
29
30
24
28
26
22
23
23
26

172
251
275
399
364
129
291
131
198
114
193
226

2743 人

1,261
1,655
2,135
1,421
1,161

938
763
512
342
133
316
328

10,965人

1,313
1,994
2,204
1,989
2,115
1,603
2,007
1,539
1,005

754
1,109
1,267

18,899人

2,759
3,919
4,656
3,840
3,736
2,682
3,110
2,231
1,549
1,005
1,671
1,849

33,007人

8.36
11.87
14.11
11.63
11.32
8.13
9.42
6.76
4.69
3.04
5.06
5.60

100.00 ˋ

102
140
186
132
125
112
111
86
70
44
73
71

106 人

   13
   19
   42
   31
   96

 12
 49
 49
  4
  4
 53
 28

   400人311 日

５月
６月
７月
８月
９月

10月
11月
12月
１月
２月
３月

ܭ߹

一ൠ 入館者߹ܭ 月ผ構成比 日平ۉ

　݄ผೖ館ऀ਺



㧙 � 㧙

第 3 章　管理業務の実施および利用状況

ஂ　　体

༮ஓԂ・保ҭԂ
Ԃ数

４月 ５月

入館者数

平成20年度 平成19年度

学校数
入館者数
学校数
入館者数
学校数
入館者数
学校数
入館者数
学校数
入館者数
学校数
入館者数
学校数
入館者数
会数
入館者数
会数
入館者数
館数
入館者数

館数
入館者数

ஂ体数
入館者数

ஂ体数
入館者数

小学校

中学校

研究会

高等学校
学校
関܎

生涯学
習関܎

ࣾ会福
܎関ࢱ

ཆޢ学校

　大学

小中高̥̩̖
（保ޢ者のみ）

小中高̥̩̖
（親子Ϩク等）

子ども会

ެ民館等

資料館等

福ࢱ施設

ྺ࢙研究

県・ࢢ町ଜ・
ҕ・৹議会等ڭ

その他その他

ܭ߹

文化ஂ
体関܎

行੓機
関関܎

ஂ体数
入館者数
ஂ体数
入館者数

ஂ体数
ஂ体入館者数

૯入館者数
ஂ体利用者のׂ߹

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 ２月 ３月 ܭ߹ ܭ߹
0 0 0 0 0 01 1 1 12 3 9 10

0 0 1 0 1 11 0 0 11 1 7  4

0 1 0 0 0 00 0 0 00 1 2  2

0 1 2 1 0 00 0 0 10 0 5  5
0 11 70 83 0 00 0 0 120 0 176
0 0 0 0 1 00 0 0 01 0 2
0 0  0 0 24 00 0 0  022 0  46

 157
 2
75

0 0 0
0

3 0 00 0 0 00 2 5
0 0 123 0 00 0 0  0 0 91 214

 8
380

1 2 1 1 0 13 0 0 00 3 12
13 65 38 0 1995 0 0  0 0 58 317

 6
115

0 2 0
0

1 0 00 0 0 00 0 3
 0 60 30 0  0 0 0 0  0 0 0 90

 6
95

0 0 1 1 2 00 1 0 03 0 8
 0  0 21 38 18  0 0 30 0  0 90 0 197

 21
783

4 9 4 8 13 1116 7 5 48 21 110
 75  267 150 256 223 180 721 145 99 100 170 395 2,781

 169
4,065

 26   43 18 31  31 17  62 15 7 15  43  46   354 388
 1,158  1,704 666 1,492 791 3023,070 436 132 3011,598 1,346 12,996 14,181
 2,759  3,919 3,736 2,682 2,231 1,8494,656 1,549 1,005 1,6713,840 3,110 33,007 34,235

 41.97� 43.48� 17.83� 55.63� 3.545� 16.33�65.94� 28.15� 13.13�18.01�41.61� 43.28� 39.37� 41.42�

3 2 0
0

0 1 11 0 0 00 1 9
 68 46 0 7  2210 0 0  0 0 10 163

 5
171

2 0 1 0 1 11 2 0 010 1 19
22 0  55 0 89 2526 92 0  0524 37 870

10
355

1 1 3 3 7 04 1 0 25 3 30
26 16  58 57 199 099 24 0  44206 53 782

29
937

0 1 1 2 3 05 1 0 02 0 8
0 41 59 178 172 0401 88 0  080 0 1,019

 16
1,044

0 53 0 0 0 00 0 0 00 23 76  31

0 0 60 0 37 631 0 0 3213 31 210  94

0 0 0 0 0 0131 39 22 23150 158 523 550
14 21 2 9 0 228  0  0  1  9   8  94  88

1  3 2 2 2 0 2  2  1  5  2   2  24   7
778 789 91 666 0 501,480  0  0  67  284   469  4,674 4,817

176 356 73  23 22  0   76  18  11  23   59    21    858   512

 29

　ஂମ利用ঢ়گ

　２　ҡ࣋؅ཧʹؔ͢Δۀ຿

 １．建築物・設備・環境衛生・外構等保守  
　　　管理業務
　「福島県文化財センター白河館の維持管理に
る業務仕様書」に則し、Լ記のとおり実施し܎
た。
　（１）Ϗル管理業務ʗ常ޫαーϏス᷂
備保ো᷂ܯ߹備業務ʗ福島૰ܯ（２）　
　（３）২࠿管理業務ʗ（༗）Ӭ໺଄Ԃ
　（４）ۭ調設備点ݕ業務ʗాࢁ設備޻業᷂
　（５）ফ๷設備等保守点ݕ業務ʗ大௬ి気通
　　　　信᷂
　（６）؆қܕঢ߱機及びϦフター保守点ݕ業

　務ʗࡾਐ金ଐ޻業᷂
　（７）自動υア保全業務ʗত࿨建࢈福島ൢച
　　　　᷂
　（８）自Ո用ి気޻作物保安管理業務ʗ 	 財 


東๺ి気保安協会福島事業෦
　（９）展示用及び講ಊ用̖̫機ث保守点ݕ業

務ʗ大௬ి気通信᷂
 ２．施設・設備等の修繕状況

　（１）一ൠ・特ผ展示ࣨ๷Րυア制ޚ૷置修
理ʗ 20 年６月９日

　（２）一ൠ展示ࣨ഑ઢμクト修理ʗ 20 年 10
月６日

　（３）自Ո発ి設備஝ి஑ަ׵ʗ 20 年 12 月
           ３日
　（４）԰外展示଄形物（ೄ文時代のՈ、前方

後ԁ墳、平安時代の製鉄࿍、ࣨ町時代の
館）の修繕ʗ 21 年３月３日

 ３．備品・物品管理業務
についてద「一覧࢈管理財」本協定書ผදج　
ਖ਼に管理した。
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　̏　文化財のऩଂ・อ؅ʹؔ͢Δۀ຿
　１．収蔵資料

一ൠ収蔵ݿ
特ผ収蔵ݿ
ܭ　　　߹

遺　　　 　　物 写　　 　　　真 ਤ　　 　　　໘ 地ਤ・Χーυྨ ܭ　߹
40,434

457
40,891

2,792

2,792

850

850

514

514

44,590
457

45,047

˞１　一ൠ収蔵ݿの収容ೳ力は最大66,000ശ
˞２　特ผ収蔵ݿには保ଘॲ理ࡁみの໦࣭遺物・金ଐ製遺物を収ೲ　２．資料貸し出し

　（１）遺　物

貸出期間 貸　出　ઌ 資　料　名

ܭ　　　߹

数ྔ
20080401～20090331
20080401～20090331
20080401～20090331
20080401～20090331
20080401～20090331
20080401～20090331
20080617～20081017
20080717～20090327
20080905～20091213
20081031～20090224

20090107～20090206
20090113～20090331
20090116～20090331

20090107～20090130

会ࣾ日本フοトボールϰィϨοジ（常設展示）ࣜג ೂ༿町ඒγ৿̗遺跡出土໻生土ث 3

1
1025

   24

8
   60

   30

   57
    5

   5

   18
   113

   285

    3

福島県立博物館（常設展示） ほかث石چ町平ྛ遺跡出土ં܂
ਢլ川ࢢ立博物館（常設展示） ਢլ川ࢢകాԣ݀古墳܈出土ਢثܙ
東๺ి力ࣜג会ࣾݪ町Ր力発ి所（常設展示）
人間文化研究機構国立ྺ࢙民ଏ博物館（常設展示） ఱӫଜ܂名ఛ遺跡出土ೄ文土ث
ಠ立行੓๏人国立Պ学博物館（常設展示） ൧ؘଜ日向ೆ遺跡ほか出土ೄ文土ث
福島県立博物館（企画展「ๅの2008ࢁ」） ๏ਖ਼৲遺跡出土ೄ文土ثほか
東京国立博物館（考古相互貸借事業） ໼ਧ町߂๏ࢁ古墳܈出土大刀ほか
石川町ڭҭҕһ会（「まほろん所蔵の石川町出土考古資料展」） 石川町七࿠内̘遺跡出土ᘡᘚۄほか
財ஂ๏人福島県文化ৼڵ事業 （ஂ発۷調査における઀߹֬認）ೆ相അࢢԮݪ遺跡出土چ石ثほか
財ஂ๏人郡ࢢࢁ文化・学びৼެڵ （ࣾ文化財企画展「わが町の
遺跡自ຫ」） 郡ࢢࢁ高ྛ遺跡出土土ثࢣほか

ೆ相അࢢ鳥ଧ୔̖遺跡出土土ثࢣ・ਢثܙ・Ӌޱほか

財ஂ๏人福島県文化ৼڵ事業 （ஂ企画展「lఱ地人zの時代」） 会௡एদࢢਆ指৓跡出土࣫ثほか
郡ڭࢢࢁҭҕһ会（大安場࢙跡ެԂにて常設展示） 郡ࢢࢁ໻໌遺跡出土石ث
文化ி（重要文化財の新指定に܎る調査） ൬ఐ町๏ਖ਼৲遺跡出土ೄ文土ثほか

1637

　（２）模ܕ及びϨϓϦΧ

ܭ　　　߹

貸出期間 貸　出　ઌ 資　料　名 数ྔ

20080704～20080807

20080704～20080330
20080804～20080826
20080812～20080826
20081114～20081212
20081209～20090327

20081223～20090109

20090329～20090331

   17

   4
  1
  1
  3
 24

 54

財ஂ๏人郡ࢢࢁ文化・学びৼެڵ （ࣾ文化財企画展「七π஑遺
跡出土ೋ࠼ড়ළと古代の郡ࢁ」） ਖ਼૔ิ修用נؙݢほか

ઋ୆ࢢ෋୔遺跡保ଘ館（特ผ企画展「陸奥国大ઓ૪時代」） 多լ৓に向かうஂ܉ฌ࢜模ܕほか
஛ۨਆ （ࣾԣథの比ֱ研究）
஛ۨਆ （ࣾԣథの比ֱ研究）

ԣథ復元品の演૗記録
ԣథ復元品

Լڷ町ڭҭҕһ会（त業に利用）
東京国立博物館（考古相互貸借事業）

ଧ製石ි復元品ほか
古墳時代のഅ復元品とഅ۩復元品

会ࣾϓϩμクγϣン・アイジー（ܶ場用ө画hࣜג 宮本෢蔵ʱ
に掲載） ኣ復元品写真ほか

財ஂ๏人郡ࢢࢁ文化・学びৼެڵ （ࣾ大安場࢙跡ެԂΦーϓχ
ンάイベント等のࣽਬき実演） 土ثࢣ長಑ᙈ復元品   2

  2

　３．写真掲載等承認
資　料　名 数ྔ

20080409
20080409
20080415
20080503
20080529

20080831
20080904
20080925
20081001
20081001
20081014
20081025
20081029
20081113
20081119
20081126
20081126

20080611

20080612

20080701

20080701

承認日 ਃ੥者（掲載ץ行物等）
੨৿県環境生活෦（h ੨৿県࢙資料編古代２出土文字資料 ）ɦ 郡ࢢࢁ໐ਆ・֟ 内ށ遺跡出土土ثࢣ写真ほか
国立Պ学博物館（常設展ղઆ書） ਢլ川ࢢ一ే内遺跡出土ೄ文土ث写真ほか
໼ۊ町ڭҭҕһ会（「よみがえる໦製ႀ」展パωル）
白河੫務ॺ（ڭՊ書෭ڭhࡐ わたしたちのくらしと੫金 ）ɦ

写真ܕฌ࢜模ஂ܉をࣹる白河ٷ
໺外展示「ೄ文時代のՈ」写真ほか

ਢլ川ڭࢢҭҕһ会（ਢլ川ࢢふるさとಡ本h わたしたちのਢլ川 ）ɦ ೄ文時代の石ث復元品写真ほか
ઋ୆ࢢ෋୔遺跡保ଘ館（特ผ展「陸奥国大ઓ૪時代　ʕ՜Ҕと移民ʕ」ਤ録ほか） 写真ܕฌ࢜模ஂ܉をࣹる白河ٷ

20080611 ઋ୆ࢢ෋୔遺跡保ଘ館（特ผ展「陸奥国大ઓ૪時代　ʕ՜Ҕと移民ʕ」ਤ録ほか） 多լ৓に向かう白河ஂ܉ฌ࢜模ܕ写真ほか

多լ৓に向かう白河ஂ܉ฌ࢜模ܕ写真ほか

多լ৓に向かう白河ஂ܉ฌ࢜模ܕ写真ほか

福島県立博物館（企画展「ๅの2008ࢁʕ൬ఐࢁをめ͙る人と自વ」ਤ録ほか） ൬ఐ町๏ਖ਼৲遺跡出土ೄ文土ث写真ほか
財ஂ๏人郡ࢢࢁ文化・学びৼެڵ （ࣾ企画展「七π஑遺跡出土ೋ࠼ড়ළと古代の郡ࢁ」
パωル）

੢会௡町Ԙ۬ؠӄ遺跡出土遺物実ଌਤ
石川町七࿠内̘遺跡遺物出土状況写真ほか
文化財センター白河館外؍写真
ಔڸ復元品写真

土出൛ڷ会ࣾࣜג （ࣾh 会௡ふるさと大ඦՊ ）ɦ
石川町ڭҭҕһ会（企画展「まほろん所蔵の石川町出土考古資料展」パωルほか）
会ࣾఇ国書Ӄ（hࣜג 中学校スタンμーυྺ࢙資料（福島県൛）ɦ）

会ࣾఇ国書Ӄ（hࣜג 中学校スタンμーυྺ࢙資料（福島県൛）ɦ）
会ࣾフクト（hࣜג 学力౸達度਍அγート　１学年用 ）ɦ

ઘ࡚ଜ関࿨ٱ遺跡۷立ப建物跡写真
相അڭࢢҭҕһ会（h 報そうま޿ 1ɦ1月１日߸）
会ࣾϩム・インターナγϣナル（hࣜג ਤઆ　௚݉ߐ続 ）ɦ

相അࢢஈϊ̗ݪ遺跡地ׂれࠟ写真ほか
会௡एদࢢਆ指৓跡石֞写真

小ඒۄࢢۄཬ࢙料館（ࢀ考展示「ೆ関東とのަྲྀ」パωル） ೂ༿町ඒγ৿̗遺跡୦݀ॅډ跡写真
川出൛ࢁ会ࣾࣜג （ࣾ日本࢙ϦϒϨοト72h 古代東国の石ൾ ）ɦ

67
 3 
 1 
 2 
 3 
1

 4 
13

15
23
 1
 1
 1
 4
 1
 1
 1
 3
 4
 1
 2

5

ؖ国์送ެ （ࣾテϨϏ൪組h ؖ国࢙఻ ）ɦ ኣ復元品
文化ி（h 土ۮ展 ਤɦ録ほか）
文ಊ（hࢸ 日本のඒज़ 第ɦ515߸）
会ࣾϓϩμクγϣン・アイジー（ܶ場用ө画hࣜג 宮本෢蔵 ）ɦ

郡ߥࢢࢁ小࿏遺跡出土土ۮ写真
൧ؘଜӋ白̘遺跡出土土൛写真
ኣ復元品写真ほか



㧙 � 㧙

　４．資料閲覧
　（１）遺　物

資　料　名

ܭ　　　߹

数ྔ	点


20080422
20080520
20080702
20080812
20080817
20080822
20081018
20081019
20081019
20081107
20081107
20081120
20081127
20081130
20081207
20081207
20090107
20090118
20090118
20090118
20090207
20090313
20090314
20090315
20090326

閲覧日 閲覧者（閲覧目的）
Լڷ町ڭҭҕһ会（体験学習事業実施のため） ໼復元品ほかٷ 8

55
621

164
182

17
37

1

1
4

 6
115

 52
 37

 1
18

9

409
65

  6

 81
 50

75
22

64

2100

福島県立博物館৬һ（展示の事前調査）
ಢ໦県立博物館৬һ（展示の事前調査）
஛ۨਆࣾਆ৬（演૗のࢀ考のため）

൬ఐ町๏ਖ਼৲遺跡ほか出土ೄ文土ث・土製品・石ث
ث石چ໺町ં໦遺跡ほか出土޿
平遺跡出土థߐ川ଜۄ

財ஂ๏人福島県文化ৼڵ事業ஂ৬һ（報ࠂ書作成のため）

財ஂ๏人福島県文化ৼڵ事業ஂ৬һ（報ࠂ書作成のため）

財ஂ๏人福島県文化ৼڵ事業ஂ৬һ（報ࠂ書作成のため）

ೂ༿町大୩上ϊݪ遺跡出土چ石ث
石川町ڭҭҕһ会৬һ（展示の事前調査） 石川町七࿠内̘遺跡ほか出土ೄ文土ثほか

たたら研究会（古代製鉄研究のため）
たたら研究会（古代製鉄研究のため）

ೆ相അࢢ鳥ଧ୔̖遺跡ほか出土製鉄関࿈遺物
ೆ相അࢢԮݪ遺跡出土چ石ث

ೆ相അࢢԮݪ遺跡出土چ石ث
製鉄実験資料

県内研究者（ݸ人研究）

県外研究者（ݸ人研究）
県外研究者（ݸ人研究）

県外研究者（ݸ人研究）

県外研究者（ݸ人研究）
県外研究者（ݸ人研究）

県外研究者（ݸ人研究）
県外研究者（ݸ人研究）

会௡ࡔԼ町ೳ登遺跡出土໻生土ث
県内大学Ӄ生（修࢜࿦文作成のため）

県内大学Ӄ生（修࢜࿦文作成のため）

財ஂ๏人ަ໺ࢢ文化財事業ஂ৬һ（古代製鉄研究のため）
財ஂ๏人ަ໺ࢢ文化財事業ஂ৬һ（古代製鉄研究のため）

ೆ相അڭࢢҭҕһ会৬һ（報ࠂ書作成のため）

長Ԭࢢ立Պ学博物館৬һ（展示の事前調査）

ീࢢށ博物館৬һ（展示の事前調査） 石川町七࿠内̘遺跡ほか出土土ۮ
会௡ඒཬ町ࣛ島遺跡ほか出土石ث
郡ࢢࢁਖ਼௚̖遺跡出土土ثࢣ
൬ఐ町๏ਖ਼৲遺跡ほか出土ೄ文土ث・土製品
ਢլ川ࢢ一ే内遺跡ほか出土ೄ文土ث
白河ࢢᝈ内古墳܈ほか出土ਢثܙ
相അࢢળޫࣉ遺跡ほか出土ਢثܙ
大Ԑా遺跡ほか出土໦製品ほか
会௡ࡔԼ町ೳ登遺跡ほか出土໻生土ث
製鉄実験資料
新地町向ా̚遺跡ほか出土製鉄関࿈遺物
石川町七࿠内̘遺跡ほか出土ೄ文土ث
郡ࢢࢁಙ定̖遺跡出土໻生土ث
ۮ遺跡ほか出土土̖ݪ春町ࣲࡾ

　（２）その他
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資　料　名 数ྔ承認日 ਃ੥者（掲載ץ行物等）

ܭ　　　߹

20081128
20081220
20081220
20090107
20090107
20090110
20090110
20090115
20090121
20090130
20090206
20090210
20090219
20090228
20090325
20090331

 1
 6
 2
 3
 9
 2
 2
 1
 1
 1
 1
 2
 3
 3
 1
 4
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長Ԭڭࢢҭҕһ会（展示パωル）
会௡एদࢢൿ書޿ௌ課（会௡एদ̙̫̙࢙ࢢ൛h 会௡のྺ࢙ ）ɦ

会௡एদࢢਆ指৓跡ԕ景写真
会௡ඒཬ町ႀ宮੢遺跡出土ೄ文土ث写真ほか

Χζ企画（h 日本のྺ࢙ 第ɦ１巻） 常設展示「古墳時代ϒース」写真ほか
財ஂ๏人郡ࢢࢁ文化・学びৼެڵ （ࣾ展示パンフϨοト「わが町の遺跡自ຫ」ほか）
財ஂ๏人福島県文化ৼڵ事業 （ஂ企画展「ఱ地人の時代」パωルほか） 会௡एদࢢਆ指৓跡石֞写真ほか

会ࣾ新ઘࣜג （ࣾγϦーζ遺跡を学ぶ55巻h ࿨୆遺跡 ）ɦ 復元ෳࣜ࿍による೩ম実験写真
財ஂ๏人郡ࢢࢁ文化・学びৼެڵ （ࣾ大安場࢙跡ެԂΨイμンス施設展示パωルほか）

古代のഅとഅ۩復元品写真

財ஂ๏人福島県ڭҭ会館（福島県h 夏ٳみの༑ ）ɦ 常設展示「ত࿨40年代ϒース」写真ほか
常設展示「古墳時代ϒース」写真ほか

財ஂ๏人郡ࢢࢁ文化・学びৼެڵ （ࣾ大安場࢙跡ެԂΨイμンス施設展示パωルほか）
土出൛ڷ会ࣾࣜג （ࣾh ܾ定൛　石見ふるさと大ඦՊ ）ɦ ኣ復元品写真
条ཬ制・古代౎ࢢ研究会（h 日本古代の郡ᦰ遺跡 ）ɦ ઘ࡚ଜ関࿨ٱ遺跡۷立ப建物跡写真
ྺ࢙春秋出൛ࣜג会 （ࣾh ೆ奥の古代通࢙ ）ɦ 平遺跡出土໦؆実ଌਤほかߐ川ଜۄ
新白河޿Ҭޫ؍࿈ （ໍh 新白河ཏ਑൫ 外ɦ国ޠ൛） ໺外展示「ೄ文時代のՈ」写真ほか

財ஂ๏人福島県文化ৼڵ事業 （ஂh 福島県ྺ࢙資料館研究紀要31߸ ）ɦ 会௡एদࢢਆ指৓跡内ງ跡写真
福島ڭࢢҭҕһ会（h 福島ࢢの遺跡２ ）ɦ 福島ٷࢢ手̖ݪ遺跡ԕ景写真ほか

ೆ相അڭࢢҭҕһ会（h ઘഇࣉ跡ʕ遺跡がޠる古代のみなみそうまʕ ）ɦ ೆ相അࢢ大ધ　̖遺跡15߸製鉄࿍全景写真ほか

郡ࢢࢁ高ྛ遺跡全景写真ほか

数ྔ	点

20080422
20080427
20080824
20081003
20081026
20081107

20090328

Լڷ町ڭҭҕһ会（町内遺跡管理のため） 遺物୆ா様ࣜ 1

8
1

2

1

2

16

1

資　料　名

ܭ　　　߹

閲覧日 閲覧者（閲覧目的）

県内研究者（ݸ人研究）
県内研究者（ݸ人研究）
県内研究者（ݸ人研究）

県内研究者（ݸ人研究）

県内研究者（ݸ人研究）

൬ఐ町๏ਖ਼৲遺跡出土土ث写真
ʰ大۽町࢙ ほɦか
ʰۄ川ଜ࢙ ௥ɦ録１・２

まほろんボランティア（土ث製作のࢀ考のため） 調査報ࠂ書h 東๺ԣஅ自動ं道遺跡調査報11ࠂʱ
調査報ࠂ書h 東๺ԣஅ自動ं道遺跡調査報10ࠂʱ

調査報ࠂ書h 国営૯߹೶地開発事業໼ਧ地۠遺跡
発۷調査報９ࠂ ほɦか
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　４　文化財の׆用ʹؔ͢Δۀ຿
　１．常設展示
　（１）構　　成
１）ϓϩムナーυΪϟラϦー

ᶃ「象௃展示」
ᶄ「୳してみよう福島の文化財」
ᶅ「まほろん周辺の文化財」（パωル展示）

２）常設展示ࣨ
ᶃ「め͙みの৿」
ᶄ「฻らしのうつりかわり」

　ʪত࿨４̌年代ʫʪށߐ時代ʫʪ生とࢮʫ
　ʪח૔・ࣨ町時代ʫʪಸྑ・平安時代ʫ
　ʪ古墳時代ʫʪ໻生時代ʫʪೄ文時代ʫ
　ʪچ石ث時代ʫ

ᶅ「฻らしをささえた道۩たち」
  　αϒίーナーʪまほろんϏデΦ #09ʫ
　ᶆ「遺跡を۷る」
　　αϒίーナーʪ࿩題の遺跡ʫ
　ᶇ「みんなの研究ͻろ͹」
　ᶈ「クイζ福島ྺ࢙発見」
　ᶉ「のͧいてみよう福島の遺࢈」
　ᶊ「しらかわྺ࢙名場໘」
　ᶋө૾展示
　　「ふくしまの文化財－いのちのかたち－」

　（２）展示ସえ

　平成 20 年度の展示ସえは、ผද一覧の通り
である。常設展示ݕ౼νームにより前年度中
に作成した４Χ年෼のܭ画案をもとに、企画展
事業や他の事業等との関࿈を持たせた内容とし
た。
１）みんなの研究ͻろ͹
˖ழබ代ބ൞にফえた後期چ石ث時代終຤期の
人々（会௡एদݪࢁ࡫ࢢ /P.27 遺跡）

学校๏人石川高等学校考古学෦のօさんが
中心となり、７年間の月日をඅやしてچ石ث時
代の遺跡である会௡एদݪࢁ࡫ࢢ /P.27 遺跡
を౿査し、ࡉ石刃石܈ثを主体とする石ثの࠾
集とともに当時の人々のくらしぶりや環境につ
いて研究したものである。展示では、࠾集した
石ثの一෦と研究内容をまとめた資料のෳ製を
഑置した。

ί ー ナ ー タ イ ト ル 開 催 期 間 所 ༗ 者 備　考

国指定࢙跡　白河स ・ా本প遺跡܈
「Լ૯௩古墳」

国指定࢙跡　白河स ・ా本প遺跡܈
「सా中道遺跡」

��໼づくりに௅ઓٷ

まほろんイベント
「古代の鉄づくり」報ࠂ

ழබ代ބ൞にফえた
後期چ石ث時代終຤期の人々

「༉ా遺跡」
ʕ໻生時代初期のุ制ʕ

まほろんから見える遺跡
「๕໺遺跡」

平成20年1月16日～
平成21年3月31日

平成20年1月16日～
平成20年7月31日

平成20年2月1日～
平成20年9月27日

平成20年9月27日～
平成21年3月31日

平成18年11月17日～
平成20年9月25日

平成20年9月25日～
平成21年3月31日

平成19年3月28日～
平成20年5月20日

平成20年5月20日～
平成20年11月11日

平成20年11月11日～
平成21年3月31日

会௡ඒཬ町ڭҭҕһ会

白河ڭࢢҭҕһ会

白河ڭࢢҭҕһ会

館蔵

相അᠳޔさん

第７期৿のक़生

平成21年度も継続

平成21年度も継続

平成21年度も継続

ˎパωル展示

ˎパωル展示

みんなの研究޿場

࿩題の遺跡

しらかわ
ྺ࢙名場໘

学校๏人石川高等学校・石川ٛक़
中学校考古学෦のօさん

石แஸづくり

ઘ࡚ԣ݀

　ʮΈんͳのڀݚͻろ͹ʯలࣔのΑ͏͢

　ৗ設లのలࣔସ͑Ұཡ
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復چ作業を行った。ѱ࣭なものはジΦラϚの奥
まで入りこまれ、根元から引きൈかれていた。
また、ジΦラϚの地໘を෴う落ち༿のストοク
がݮগしているため、次年度以߱にิॆする必
要がある。
˗฻らしをささえた道۩たち
　来館者のނҙによる઀৮で、ジΦラϚ「古代
の製鉄のようす」および「遺跡を۷る」では数
Χ所にわたりଛյが認められた。特にଛյのஶ
しかった人形２体については修復を施し、元の
形状に復چした。

　（４）ϝンテナンス
平成 20 年度の常設展଄形・଄作物のϝンテ

ナンスはϊムラテクϊ᷂にҕୗし、ジΦラϚの
点ݕ、ਗ਼૟および展示૷置全ൠの点ݕを行った。

　２．企画展示
　（１）まほろん夏のてんじ

　ʮ͠Β͔Θྺ໊࢙৔面ʯలࣔのΑ͏͢

なお、この研究は、展示期間中にಸྑ大学
主催の「全国高校生ྺ࢙フΥーラム 2008」で
༏ल৆を受৆しており、内外より高いධՁを得
られている。
２）࿩題の遺跡

˖ ༉ా遺跡－໻生時代初期のุ制ʕ
まほろん秋のてんじ「ふくしまの重要文化

財Ⅵ－考古資料：石川町鳥内遺跡－」に関࿈し
て、会௡ඒཬ町༉ా遺跡の展示を行った。༉ా
遺跡からは、࠶૴ุに代දされる໻生時代初期
のุ制のྑ޷な資料が֬認されており、県内の
他地Ҭの資料を比ֱしながら理ղをਂめてもら
うことをҙਤしたものである。
３）しらかわྺ࢙名場໘

˖ 国指定࢙跡白河सా・本প遺跡܈
「Լ૯௩古墳」　「सా中道遺跡」

　白河सా・本প遺跡܈は、古代白河郡の成
立への地方߽族の関༩を୧れる貴重な事例とし
て、平成17年に国指定࢙跡に登録されている。
そこで、遺跡܈の白河ࢢԼ૯௩古墳、同ࢢसా
中道遺跡をऔり上͛、期間を෼けて展示を行っ
た。展示期間中には、同地Ҭより白河ࢢ໺地ٱ
保古墳の調査成果がެ開されたこともあり、来
館者の関心も高かったようだ。

　（３）展示資料のഁଛ等
　近年、常設展示ࣨ内の଄形物は来館者の઀৮
がݪҼとなるഁଛが目立っており、ࠓ後対ࡦが
必要である。また、経年ม化によるෆ۩߹が生
じており、ܭ画的な対ॲが必要である。
˗め͙みの৿
　২物଄形物のうち、来館者の઀৮によってク
Ϛβα数 10 点がંଛしており、元の形状への

　ʮ࿩୊のҨ੻ʯలࣔのΑ͏͢

　「金の冠　᭿のかぶと　－東京国立博物館収
蔵資料に見るふくしまの古墳時代－」
会期：平成20年７月26日（土）～８月31日（日）
館日をআいたٳ）　　　 36 日間）
１）झࢫ
　まほろん夏のてんじは、ಠ立行੓๏人国立文
化財機構東京国立博物館で行っている「博物館
所蔵の考古資料相互活用ଅਐ事業」により実施
した。この事業は、考古資料を相互に貸借し、
展示ެ開によって考古資料の༗ޮ活用をはかる
ものである。ࠓ回、東京国立博物館から借用し
た資料は、これまで県内でެ開される機会がগ
なかった６古墳の出土遺物である。なお、これ

第 3 章　管理業務の実施および利用状況
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らの資料は、いずれもઓ前からઓ後間もない時
期に発۷調査された資料である。そのため、調
査時の様子や෭૴品の出土状況などがわかる貴
重な写真や記録とともに、福島県の考古学の଍
跡をৼりฦることのできる展覧会とした。
２）展示の構成と内容
　展示資料は、いわきࢢ金冠௩古墳、同ࢢの後
ా古墳、大ాࢤ古墳、ࡉ୩遺跡、福島ࢢ඿Ҫ場
古墳܈、相അࢢ高দ古墳܈から出土した遺物で
ある。金冠௩古墳は、金ಔ製০金۩・鉄製ႀ・
୩遺跡ࡉ、など、後ా古墳は土製۴ث土・᭲ࠎ
はྨۄ、大ాࢤ古墳は環಄ฑ಄・ྨۄ、඿Ҫ場
古墳܈は੨ಔ製ླ۴・ޯۄ、高দ古墳܈は੨ಔ
製അླ・土ྨۄ・ثを展示した。
　なお、金冠௩古墳の展示資料には、東京国立
博物館の他、福島県立博物館から借用した遺物
もあった。ࠓ回の展示は、྆館収蔵の資料が一
ಊに会した初めての展示となった。
　展示ࣨの੢น周辺には、金冠௩古墳のԣ݀ࣜ
石ࣨの大きさが実感できるよう、実物大の 75
ˋの大きさのパωルを展示した。パωルはน໘
だけでなく、চ໘にも設置し、෭૴品の出土位
置がわかるよう޻夫した。
　また、金冠௩古墳から出土した冠やႀを、΢
Ϩタンなどのݱ代のૉࡐで復元し、見学者の
方々に自༝にඃっていだく体験ίーナーを展示
ࣨの東น周辺に設置した。
３）記念講演会
日時：平成 20 年８月３日（日）
後１時ޕ　　　 30 ෼～３時 30 ෼
講ࢣ：അ目ॱ一ࢯ（ૣҴా大学考古学会෭会長）
演題：໪来金冠௩古墳といわきの後期古墳

内容：ࠓ回の展示の目ۄである金冠௩古墳出土
の金ಔ製০金۩や、いわきࢢの後期古墳に関し
て、講ࢣの๛෋な発۷調査や研究を౿まえた෯
Ճ者はࢀ。点で講演いただいたࢹい޿ 24 名。
４）成果と൓ল
　本企画展期間中の入館者૯数は 4,800 人、
開催期間中の一日平ۉ入館者数は 133 人であ
る。
　展示期間中、福島ࢢやいわきࢢの方が見学さ
れたࡍは、自෼のॅんでいるに近くに古墳があ
ることを知り、感֒ਂい様子であった。
　体験ίーナーは޷ධで、冠やႀをඃって記念
影をする方が多かった。ただ、特ผ展示ࣨ内ࡱ
での写真ࡱ影はおஅりしているため、その౎度
展示ࣨ外に出ていただいた。記念ࡱ影はその場
で行いたいと考えるのがී通であり、ࠓ後同様
のίーナーを設けるࡍは、改ળが必要である。

　Նのͯん͡のΑ͏͢（ԣ݀ࣜੴ室໛ܕ）

　（２）まほろん秋のてんじ
「ふくしまの重要文化財Ⅵ－考古資料：石川町
鳥内遺跡－」
会期：平成 20 年 10 月 4 日（土）～ 12 月７
　　　日（日）
（館日をআいた５７日間ٳ）　　　
１）झࢫ
　平成１４年度より「ふくしまの重要文化財」
γϦーζとして、福島県指定の重要文化財（考
古学関܎資料）を঺հする企画展を開催して
いる。ࠓ回はγϦーζ第６஄として、県指定࢙
跡である石川町鳥内遺跡をऔり上͛、本県の໻
生時代初期の࠶૴ุ܈から出土した໻生土܈ث
（県指定重要文化財）の特௃を঺հする。　
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　ळのͯん͡のΑ͏͢

（３）まほろん春のてんじ
「新編陸奥国風土記　巻之七　信夫郡」
会期：平成21年3月14日（土）～５月17日（日）
館日をআいたٳ）　　　 56 日間）
１）झ　ࢫ

まほろん春のてんじの題名となっているʰ風
土記ʱは、古代の国内֤地における土地の様子
を記した書物であるが、「陸奥国」とݺ͹れた
東๺地方のʰ風土記ʱはҳ文以外にはݱଘしな
い。

まほろんでは、収蔵されている考古資料など
を通して、県内֤地Ҭのྺ࢙や当時の人々の営
みを復元し、新たな風土記のੈքをʰ新編陸奥
国風土記ʱとして঺հしている。

巻之七となるࠓ回は、福島ࢢ内を対象地Ҭと
した「信夫郡」についてೄ文時代から平安時代
の遺跡で見つかった数々の出土資料から、当時
人々の生活を঺հした。

２） 展示の構成と内容
　展示資料は、石川町鳥内遺跡の土޵から出土
した໻生土ثが中心となるが、関࿈資料として
ਢլ川ࢢԴ୮平遺跡出土の໻生土ثおよび人ࠎ
をあわせて展示した。
ᶃ「鳥内遺跡の概要」

場所や調査成果についての঺հ
ᶄ「１８߸土޵について」

調査の状況の写真パωルと出土土ثの঺հ
ᶅ「１９߸土޵について」

調査の状況の写真パωルと出土土ثの঺հ
ᶆ「その他の土޵と土ث」

調査の状況の写真パωルと֤時期の出土土ث
の঺հ

ᶇ「࠶૴ุとは」
       ૴さ࠶૴ุの概要（෼෍や特௃）パωルと࠶

れたԴ୮平遺跡出土の人ࠎの঺հ
ᶈ「福島県内の主な࠶૴ุ」

૴ุの写真と概要について、パωルでの展࠶
示঺հ

３） 成果と൓ল

　展示期間中の入館者૯数は 5,928 人で、１
日平ۉの入館者数は໿ 104 人である。展示を
目的に、遺跡の所在する地Ҭの方々にも଍を運
んでいただいた。

覧者の方々に生の展示資؍、回の展示はࠓ
料と向き߹ってもらうことをҙਤし、ղઆパω
ルの文字ྔを཈えるなど؆ུ化に努め、ෆ଍෼
は৬һのղઆによってิうこととした。その一
方で、展示ࣨ入ޱの෦෼に当館৬һが製作した
復元土ثを഑置し、展示の後൒෦෼には遺跡の
ϛχνϡア模ܕを展示するなど展示内容への理
ղに޻夫をڽらした。

遺 跡 名 遺 物 名 点 数

石川町
鳥内遺跡

ਢլ川ࢢ
Դ୮平遺跡

໻生土ുث
໻生土ثᆵ

໻生土ثᆵ

໻生土ث人໘付ᆵ

人ࠎ（໻生時代）

６点

１点

１点

２６点

ʕ

　లࣔࢿྉҰཡ

　ϛχνϡΞ໛ܕのΑ͏͢

第 3 章　管理業務の実施および利用状況



㧙 1� 㧙

２）内　容
ೄ文時代から平安時代以߱の時ྻܥに沿って

つのίーナーに෼け、当館収蔵の考古資料やޒ
写真パωルをもとに展示構成を行った。

なお、当館収蔵資料がرബな時期については、
福島ڭࢢҭҕһ会からউޱ前ാ遺跡、୆ാ遺跡、
、墳߸１ࢁ遺跡、月ϊྠݪ跡、ೆਡ๚ࣉ඿ഇࠊ
๺ޒ࿝内遺跡、福島県立博物館からは福島信夫
跡の出土資料や記録写真をࣉ඿ഇࠊ、出土品ࢁ
借用し展示した。
ᶃ「め͙みの৿のムラ」

ݪ手ٷ、子内遺跡ࢰ " 遺跡などのೄ文土ثや
石ثなどから、੆上川上ྲྀҬの๛かな自વの中
で฻していたೄ文時代の人々の฻らしを঺հ。
ᶄ「ೄ文の఻౷と新しい文化」
　ଙ六ڮ遺跡などから出土した資料から、ೄ文

時代の఻౷を受け継ぎながら、新たな文化をと
り入れた໻生の人々の営みを঺հ。
　また、উޱ前ാ遺跡出土のޯۄ製作資料を展
示し、໻生時代のޯۄづくりについて঺հした。
ᶅ「༗力者が຾るٰ」

東๺地方最大規模のԣ݀ࣜ石ࣨを持ち、಄ஓ
大刀が出土した月ϊྠ１ࢁ߸墳のパωル展示か
ら、大࿨ேఊと結びつきを持った༗力者が当地
Ҭにݱれたことを঺հした。
ᶆ「信夫郡のນ開け」

多ྔのমถが見つかった๺ޒ࿝内遺跡やࠊ඿
ഇࣉ跡など信夫郡໾所に関࿈する遺跡について
記録写真や出土品を঺հ。

また、ࢁޚઍݢ遺跡から見つかった多くの໦
製品を展示し、平安時代の人々の฻らしやਫ辺
のࡇ᛾について঺հした。
ᶇ「信夫の人々を見守るࢁ」

　県重要文化財に指定されている平安時代か
らח૔・ࣨ町時代のڸや෹۩、അ۩を展示し、
古代からݱ在まで信夫の地のγンボルでもある
信夫ࢁについて঺հした。
３）成果と൓ল

本会期中の入館者数は 5,582 人、平ۉ 99.6
人だった。
　会期中、信夫郡の対象地Ҭ福島ࢢ内からの؍
覧者も見られ、対Ԡできる場߹は展示ղઆも行
った。アンέートなどには、৬һの展示ղઆに
より、展示を෼かりやすく見ることが出来たと
のҙ見も多い。展示ղઆについては、ࠓ回内覧
会のみであっため、৬һの展示ղઆなどは会期
中に定期的に行う必要ੑを感じた。

（４）まほろん移動展
「考古学から୳る古代会௡ʕ古墳・ඈ鳥・ಸ ・ྑ
平安時代ʕ」（新編陸奥国風土記　巻之ޒ　会
௡・໹ຑ郡そのೋより）

会期：平成 20 年 3 月 15 日～ 5 月 11 日
会場：福島県立博物館企画展示ࣨ
主催：福島県立博物館
催：まほろん（福島県文化財センター）ڞ
覧者数：10,392؍ 人（平成 20 年度؍覧者）

１）झ　ࢫ
　まほろんに保管している資料を地元にཬؼり
させることは、地Ҭのྺ࢙を۷りىこすܖ機と

　य़のͯん͡のΑ͏͢

　य़のͯん͡ϙεター
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　లࣔࢿྉҰཡ（まほろんय़のͯん͡）

福島信夫ࢁ出土品

一ϊԃ#（ࢀ考資料）

福島ڭࢢҭҕһ会

遺  跡  名 資  料  名 点 数 所　蔵

ਂു形土ث

ਂു形土ث

ਂു形土ث

֖

ു形土ث

஫ޱ土ث

஫ޱ土ث

子内ࢰ

"ݪ手ٷ

ീ方௩"

ଙ六ڮ

উޱ前ാ

跡ࣉ඿ഇࠊ

ݢઍࢁޚ

ೆਡ๚ݪ

石᭲

石૦

石࡬

石᭲

石࡬

ఔ資料޻製作ۄޯ
Ꮟ石

౐石

石਑

۩り੾りࡲ

נؙݢ

נؙݢ
נ平ݢ

文字נ

๽書土ث

๽書土ث

物（਎）ۂ

࿶

（֖）物ۂ

Ϥίρν

πνϊί

Լବ

刀形

ਂു形土ثย

അ形

ڸ
෹۩

അ۩

建築金۩

ۄޯ

ଠܕൎ刃石ි

ፏ平ย刃石ි
ϊϛ形石ි

ຏ石

1

1

1

1

7
5

5

6
2

4

1

1

3
1

1

1
5

2

1
1

1

1

2

4

1
1

1

1

1

1

1

1

1
3

1

1

1

2
2

7

2

13

2
3

24

2

14

42

まほろん
まほろん

まほろん

まほろん
まほろん

まほろん

まほろん
まほろん

まほろん

まほろん
まほろん

まほろん

まほろん
まほろん

まほろん

まほろん
まほろん

まほろん

まほろん
まほろん

まほろん

まほろん
まほろん

まほろん

まほろん
まほろん

まほろん

まほろん

まほろん
まほろん

まほろん
まほろん

まほろん

福島ڭࢢҭҕһ会

福島ڭࢢҭҕһ会
福島ڭࢢҭҕһ会

福島ڭࢢҭҕһ会
福島ڭࢢҭҕһ会

福島ڭࢢҭҕһ会
福島県立博物館

福島ڭࢢҭҕһ会

福島ڭࢢҭҕһ会
福島県立博物館

福島県立博物館

福島県立博物館

福島県立博物館

福島ڭࢢҭҕһ会

石ࡼ

ࣖ০り	石製


ࣖ০り	土製


ทؠ	石ثのૉࡐ


ۄޯ

ۄޯ

มわった形の石ث
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　３．講演会・講習会
　（１）館長講演会
　平成 20 年度は、「もうೋつの日本文化ʕ๺
ւ道とೆ島の文化ʕ」をテーϚとして、年に６
回の講演会を実施した。内容とࢀՃ人数はԼ記
の通りである。
・４月 22 日（土）第１回「もうೋつの日本文  
化とは」61 人
・５月 24 日（土）第２回「l๺の文化z成立」
37 人
・６月 28 日（土）第３回「l๺の文化z展開」
25 人
・10 月 25 日（土）第４回「lೆの文化z成立
と展開」35 人
・11 月 22 日（土）第５回「ボΧγの地Ҭとは」
25 人
・12 月 20 日（土）第６回「άスクとνϟγ」
27 人

　（２）文化財講࠲
　この講࠲は、福島県文化ৼڵ事業ஂにۈ務す
る৬һが手がけた担当遺跡を、スライυや出土
遺物の実物を࢖ってわかりやすくお࿩しする講
年度は、事業ஂの遺跡調査෦の৬ࠓ。である࠲
һと、当館৬һが１人ずつ担当した。
第１回「ࢲが۷ったあの遺跡ʕ会௡ʕ」
　日　時　２月 14 日
Ճ者　16ࢀ　 人
第２回「ࢲが۷ったあの遺跡ʕ本宮ࢢʕ」
　日　時　３月 14 日
Ճ者　13ࢀ　 人

　４．体験学習
平成 20 年度に実施した体験学習ϓϩάラム

とその実੷は、以Լの通りである。
　（１）常時体験ܕϝχϡー
１）体験活動ࣨϝχϡー

体験活動ࣨにおいて、ݸ人での来館者を対
象とした体験学習ϝχϡーである。２ि間ごと
に、「ޯۄ・管ۄづくり」に他のϝχϡーをՃ
えて実施した。

体験ϝχϡーについては、昨年度までの実
施状況を౿まえて、قઅや年間の当館の行事予

なるとともに、ຒ蔵文化財に対する理ղが一૚
ਂまるものと期଴されることから、まほろんで
平成 19 年度に開催した「新編陸奥国風土記　
巻之ޒ　会௡・໹ຑ郡そのೋ」に福島県立博物
館蔵資料や周辺ࢢ町ଜ所蔵資料もؚめた、֦大
൛まほろん移動展とする。
　「会௡大௩ࢁ古墳からݬとݴわれた会௡郡ᦰ
まで、いにしえの古代会௡がᙋる」をテーϚに
大࿨੓ݖの஀生からఱ皇を中心とする཯ྩ国Ո
の成立と่յまで、時代のμイナϛοクなうͶ
りが、まほろ͹の地「会௡」までどのようにԡ
し寄せてきたのか、古代会௡の࢟を考古学から
୳る。
２）展示の構成と঺հ遺跡
　ϓϩϩーά　古墳時代のນ開け
 ᶃ大ܕ古墳とڸの時代（古墳時代前期）

会௡एদాࢢଜࢁ古墳他
ᶄಾの߽族ډ館と஁໶のムラ（古墳時代中・

後期）　会௡ࡔԼ町中平遺跡他
ᶅߔでғうムラと֑にฒぶԣุ݀（古墳時代

後期・ඈ鳥時代）　ت多方ࢢ古԰ෑ遺跡、会
௡एদۨࢢ൘新ాԣ݀܈

ᶆ࢟をݱした会௡郡ᦰ（ಸྑ・平安時代）
会௡एদࢢ郡ࢁ遺跡他

ᶇ෹౎会௡の࢝まりと古代人のفり（ಸྑ・
平安時代）　൬ఐ町ܛ日ࣉ跡他

Τピϩーά　次なる時代へ
３）まほろん保管の展示資料
　・会௡एদۨࢢ൘新ాԣ݀܈出土ਢثܙ・土

ࠎ鉄製品・人・ྨۄ・ثࢣ
　・会௡एদࢢ԰ෑ遺跡出土ਢثܙ
　・会௡एদࢢ上٢ా出土ਢثܙ・土ثࢣ

　（５）ϏデΦ上ө会
小高地方にࢢ回のϏデΦ上ө会は、ೆ相അࠓ　
఻わる「ຳ作り」のө૾をղઆをަえて上өし
た。
　また、民ଏٕज़఻承のݱ状など、無形の文化
財をऔり巻くॾ課題にも৮れた。
「小高のຳづくり」
日時：平成２１年１月１５日（日）
講ࢣ：大޹ࢁਖ਼主任学ܳһ
Ճ者：１１人ࢀ
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　ମ׆ݧಈ室ϝχϡーの࣮施ঢ়گ

づくりۄޯ

内　 容 Ճ者数ࢀ

2,464人

81人

1,211人

41人

71人

45人

96人

29人

30人

45人

63人

9人

5人

339人

380人

109人

178人

内　 容 Ճ者数ࢀ

管ۄづくり

ᘡᘚޯۄづくり

Ψラスۄをつくってみよう

アンΪン編みに௅ઓしよう

時代ҥ૷を着てみよう

೏ାをつくってみよう

七༦০りをつくろう

つるし਽をつくってみよう

Րおこしに௅ઓしよう

土ثをつくろう

	土ثの
୓本に௅ઓしよう

ろうそくづくり٭्

஛థをつくろう

う͙ いすథづくり

ੲの༡び	૒六など


ᓻ৛であそ う̈́

定を考ྀしつつ４Χ月୯位での予定දを作成し
た。昨年度に見送った「アンΪン編みに௅ઓし
よう」は、ౙقのؓࢄ期を利用して製品の持ち
、編成した。また࠶りがՄೳなϝχϡーとしてؼ
料අについては体験者の実අෛ担として、いࡐ
くつかのϝχϡーでূݕ࠶を行った。

２）ྟ時のݸ人来館者対Ԡの体験ϝχϡー
　ΰールデン΢ィークや小中学校の夏期ٳ業期
間、まほろんイベント等の実施日において、体
験活動ࣨϝχϡーにՃえて、ݸ人来館者向けの
体験ϝχϡーを実施した。

ΰールデン΢ィーク期間中のՐおこし体験
や、夏期ٳ業期間中のٷ໼・૦౤͛体験は大ม
。ධであった޷

３）ஂ体来館者対Ԡの体験ϝχϡー
事前に予໿されたஂ体来館者の方々には、

いくつかの対ԠがՄೳな体験ϝχϡーを用ҙし
て実施した。

近年の傾向であるが、一ൠ収蔵ݿの見学と
ともに、収蔵される本物の土ثに৮れることの
できる土ثさわりの体験者数が৳びている。当

　ྟ࣌のݸਓདྷ館ऀରԠମݧϝχϡーの࣮施ঢ়گ

໼・やり౤͛ٷ

内　 容 Ճ者数ࢀ

1,515人

86人

464人

795人

内　 容 Ճ者数ࢀ

石ӓできなこ൨き

バοクϠーυπアー

࠭鉄બผ

活動ࣨܭ

ஂ体ܭ

体験者߹ܭ

来館者数

活動ࣨ比཰

ஂ体比཰

体験者比཰

8,056人 24.4�

41.4�

65.8�

13,673人

21,729人

33,007人

　ஂମ利用ऀのମݧのΑ͏͢

　ମऀݧ਺内༁の߹ܭͱདྷ館ऀ਺のൺ཰

館が担うຒ蔵文化財のܒ໤・ී及活動のਁಁと
してଊえられよう。

　（２）ื集ܕ体験ϝχϡー
１）実ٕ講࠲
主としてϞϊを作ることによって古代のٕज़
や文化財に対する理ղをਂめることを目的とし
て行っている。定һは֤講࠲の内容にあわせ、
10 ～ 20 名としઌ着ॱとした。

内　 容 実施日 人数

2
3

1

5
6

4

8
9

7

土ثづくり

11
12

10

14
15

13

17
18

16

20
21

19

土ثの໺মき
5月17日 11名

ࣛの֯で૷০品づくり
Χラムγから෍をつくろうᶃ
Χラムγから෍をつくろうᶄ
親子でೄ文土ثづくり
親子で土థづくり
古代のછ৭にちょうせん
土ث・土థの໺মき
Χラムγから෍をつくろうᶅ
石้ஸづくり
৥ྠづくり
৥ྠをমく
古代のΨラスٕज़にふれよう
ଡ଼づくり
土ثづくり上ڃ編ᶃ
土ثづくり上ڃ編ᶄ
まっ஡஡࿸をつくろうᶃ
まっ஡஡࿸をつくろうᶄ
古મづくり
土ثの໺মき上ڃ編

6月14日
6月29日

7月5日
7月19日

7月26・27日
8月2日
8月9日

8月23日
9月6日

9月27日 
10月12日
11月23日
11月29日
12月13日

1月17・18日
1月24・25日

2月8日
2月15日

3月8日
3月14日

1名
15名
20名
17名
43名
11名
25名
12名
10名
3名

13名
26名
14名

16名
16名
15名
15名
18名

11名

25名

گ施ঢ়࣮࠲ߨٕ࣮　

第 3 章　管理業務の実施および利用状況



㧙 1� 㧙

年度は、月１～数回ఔ度のࠓ 17 講࠲ 21 回を
開講した。ื集క੾日を設け受講者のื集を開
࢝し、年間を通してื集定һを上回る人数が集
まった。
　継続して実施している「まっ஡஡࿸をつくろ
う」「土ثづくり上ڃ編」などは、ื集క੾日
前に定һに達するなど、大޷ධであった。また
「親子でೄ文土ثづくり」「古મづくり」も多
く方にࢀՃいただいた。ࠓ年度は「親子で」を
冠した実ٕ講࠲を実施したところ、親子にݶら
ず૆෕母とଙといった組み߹わせのࢀՃ者があ
り、ほほえましかった。
　実ٕ講࠲については、୯にϞϊを作るだけで
なく、ٕज़やそのྺ࢙ੑについて学習する場を
ఏ供できるように、指ಋする৬һのٕज़向上と
新たなϝχϡーのఏ供をめ͟し、૑ҙ޻夫を重
Ͷていきたい。
２）まほろんイベント
　まほろんイベントは、館の業務や文化財に関
心を๊いてもらい、来館者の෯を͛޿、集٬ア
οϓを目的として行っているものである。ࠓ年

　ʮ౔ͮ͘ثΓ্ڃฤʯのΑ͏͢ 　ʮ第５ճ૒࿡େձʯのΑ͏͢
度は新たに、「まほろんౙまつり」を実施した。
ᶃੲ࿩をฉこう
　ஂ体ボランティア「しらかわޠりの会」の協
力を得て実施した。
ᶄ開館７周年記念イベント
໼・૦౤͛・Րおこしからなる「まほϦンٷ　
ピοク」、ࣛ֯製௼り਑を用いた「古代のڕ௼
りに௅ઓ」といったϒースを用ҙして実施した。
ᶅ࢙跡見学πアー（ಹਢ編）
　ಢ໦県立なす風土記のٰ資料館、Լࣆ௩古墳、
ಹਢ׭ᦰ跡などを見学した。
ᶆまほろんをඳこう
　作品はΤントランスホールに展示し、来館者
の౤ථによって༏ल作品をܾ定しදজした。
ᶇ古代の஁໶体験
　Րで੺めた鉄を௦でୟく஁໶作業を体験し
た。平成 19 年度の「古代の鉄づくり」で࢈出
した鉄を用い、古代の「蕨手刀」をϞデルとし
たペーパーナイフを作成した。
ᶈ໫つき大会
　୦٩・ԣ٩を用いた໫つきを行った。同日、
ボランティアイベント「まほろんࡇり　ボラン
ティア 2008」、アクアϚϦンふくしま「移動
ਫ族館がやってくる」も実施し、多くの来館者
でにぎわった。
ᶉ第５回૒六大会
൫૒六の大会を実施。トーナϝント及び೹ઓに
より、まほろんΧοϓ૪ୣઓを行った。
ᶊまほろんౙまつり
໼を用ٷ年度、新規に実施した。஛᭲付のࠓ　
いた「ೄ文ࣹ的」、௚݉ߐ続のדをϞデルとし
たペーパークラフト「Ѫのかぶとづくり」、「Χ　まほろんΠϕンτ࣮施ঢ়گ

内　 容 実施日 人数
1
2
3
4
5
6
7
8

6
7
8
9

ੲ࿩をฉこう ５月５日 132名

໫つき大会 12月７日 120名

࢙跡見学πアー（ಹਢ編） ９月20日 19名

第５回૒六大会 １月10日 11名
まほろんౙまつり ２月15日 422名
਽まつり ３月１日 126名

古代の஁໶体験 32名
まほろんをඳこう 35名

開館７周年記念イベント 7月12・13日

10月4・5日
11月1・2日

716名
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　͓Ͱ͔͚まほろんのΑ͏ （ߍੴ第ೋখֶڸ͢）

　ʮΧϥϜγ͔ΒࢳΛͭ͘ろ͏ʯのΑ͏͢

ラムγのథづくり」など、さま͟まなϒースを
用ҙして実施した。
ᶋ਽ࡇり
　਽ࡇりのྺ࢙の࿩、つるし਽づくりなどを実
施。ࢀՃ者には਽あられと౧のՖをϓϨθント
した。
３）まほろん৿のक़
　小学４年生から中学３年生までのक़生をื集
し、これまでまほろんがഓってきたٕज़や経験
をもとに、ੲの฻らし・ٕज़を体験し、自らが
生きる力を਎につけることを目的として実施し
ている。ࠓ年度は「ೄ文時代」をテーϚとし、
８回実施した。「Χラムγからࢳをつくろう」

の中で行ったછ৭体験の活動成果は、常設展
「みんなの研究ͻろ͹」にて঺հした。

　（３）館外体験学習支援事業
「おでかけまほろん」

本事業は通শ「おでかけまほろん」とݺ͹れ、
当館৬һが学校やެ民館等のڭҭ機関に出向
き、日ࠒの学習では味わえないྟ場感のある地
Ҭのྺ࢙や古代の人々の฻らしや知ܙ・ٕज़に

ついて体験学習を通して学ぶものである。当館
が開館した平成 13 年度から実施されている。
　平成 20 年度は、前期（４月～７月）に 10
校２館、中期（９月～ 11 月）に６校、後期（12
月）に１校１館のܭ 17 校、３館で実施した。
　実施月については、ࣾ会Պでྺ࢙を学ぶ時期
の４～５月に集中し、全体の１ʗ３を઎める。
Ճ者数はࢀ　 694 名で人数はݮগしているが、
これは前年度と同様にื集校数のݮ数ではな
く、小規模校でのԠืが多かったためである。
　地Ҭผにみると、会௡地方が４ϱ所、中通り
地方が 14 ϱ所、඿通り地方が２ϱ所である。
　地Ҭ的には、ࠓまでと同様に中通り地方の学
校が൒数以上を઎める。ࠓ後の課題として、会
௡、඿通り地方の「おでかけまほろん」実施校
֦大があ͛られる。
　利用形ଶでは、６年生のࣾ会Պのत業として
利用する例が多かったが、昨年度からはެ民館
活動の一環として、「Րおこし」などの古代ٕ
ज़体験や「土ثさわり」を通してࢀՃࣇಐに地
Ҭのྺ࢙を਎近に学んでもらう目的で利用する
施設も૿Ճ傾向にある。このため、学校とެ民
館等への「館外体験学習支援事業」をݸผに෼
けて対Ԡする必要ੑがある。
　体験内容では、「土ثさわり」「Րおこし」「ޯ
。を行った「໼ٷ」「づくりۄ

「おでかけまほろん」は、ઌ生が主体となっ
てत業をਐめるなかで、当館৬һがઐ໳的な事
ฑをղઆする「࿈ܞίース」と当館৬һが体験
活動をਐめていく「まほろんίース」がある。
　事業開࢝からࠓ年度までの「おでかけまほろ
ん」の内容は、「まほろんίース」が大൒であ

　まほろん৿のक़࣮施ঢ়گ
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内　 容 実施日 人数
1
2
3
4
5
6
7
8

6
7
8

結ஂࣜとΦϦΤンテーγϣン ４月12日
５月10日

９月28日
８月10日

33名

石࡬づくり 10月４日   15名

໼体験໼づくりとおധり会ٷ 30名

ϛχෳࣜ࿍をつくろう 10月25日 13名
ೄ文クοΩーづくりとղஂࣜ 11月８日   14名

ೄ文アクセαϦーづくり 13名
Χラムγからࢳをつくろう 7名

ೄ文土ثづくり
6月14・15日

14名
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　͓Ͱ͔͚まほろん࣮施ঢ়گ

る。ࠓ後は、本事業のझࢫでもある「࿈ܞίー
ス」を出来るだけ多くの学校で実施するよう努
力したい。
　また、ࠓ年度より当館に収蔵されている資料
を出土した地Ҭのެ民館などの生涯学習施設に
展示し、地Ҭのօさんが਎近に出土資料に઀し
ていただき、ซせて体験学習を経験することが
出来る「まるごとまほろん」を൧ؘଜެ民館と
会௡एদࢢ๺会௡ެ民館で実施した。

ஂ　体　名 学年・Պ目 体　験　内　容

2
3

1

5
6

4

8
9

7

11
12

10

14
15

13

17
18

16

20
19

実施日 人数
小学校ࡾ౎第ࢁ立ࢢ多方ت
ాଜࢢ立ધ引ೆ小学校
石川町立母ാ小学校
平ాଜ立๗ా小学校
ҏ達ࢢ立ࢁस生小学校
郡ࢢࢁ立小ాࢁ小学校
ҏ達ࢢ立ઘݪ小学校
本宮ࢢ立࿨ా小学校
福島ࢢ立平ా小学校
福島ࢢ信ྕ学習センター
会௡एদࢢ๺会௡ެ民館
金ࢁ町金ެࢁ民館
ҏ達ࢢԃ本小学校
ত࿨ଜ立ত࿨小学校
石第ೋ小学校ڸ石町立ڸ
いわきࢢ立ٱ之඿第ೋ小学校
春町立中妻小学校ࡾ
川第一小学校ۄ川ଜ立ۄ
ೆ相അࢢ立ࣛ島小学校
福島ࢢ信夫学習センター

２・３・４・６年、ࣾ 会Պ
６年、ࣾ 会Պ
６年、ࣾ 会Պ
６年、ࣾ 会Պ
５・６年生、ࣾ 会Պ
６年、ࣾ 会Պ
５・６年生、ࣾ 会Պ
６年、ࣾ 会Պ
３ŋ４年、૯߹
３～６年
１～６年生
１～６年生
４～６年、ࣾ 会Պ
５・６年生、ࣾ 会Պ
４～６年生、૯߹
５・６年生、ࣾ 会Պ
６年、ࣾ 会Պ
６年、ࣾ 会Պ
６年、ࣾ 会Պ
１～６年生

Րおこし体験、ೄ文時代の道۩に৮れる、ٷ໼体験
໼体験ٷ
ೄ文時代の道۩に৮れる、Րおこし体験
Րおこし体験、ೄ文時代の道۩に৮れる、ٷ໼体験
づくりۄޯ
ೄ文時代の道۩に৮れる、Րおこし体験、ޯ づくりۄ

4月16日
4月23日
4月25日
4月30日
5月1日
5月15日
5月28日
6月15日
6月18日
7月22日
7月23日
7月25日
9月2日
9月11日
9月25日
9月30日
10月3日
10月8日
12月5日
12月26日

ೄ文時代の道۩に৮れる、Րおこし体験、ٷ໼体験
ೄ文時代の道۩に৮れる、Րおこし体験、ٷ໼体験、ޯ づくりۄ
づくりۄޯ
ೄ文時代の道۩に৮れる、Րおこし体験、ٷ໼体験
ೄ文時代の道۩に৮れる、Րおこし体験、ٷ໼体験、ޯ づくりۄ
ೄ文時代の道۩に৮れる、Րおこし体験、ٷ໼体験
ೄ文時代の道۩に৮れる、Րおこし体験、ٷ໼体験、ޯ づくりۄ
ೄ文時代の道۩に৮れる、ޯ づくりۄ
ೄ文時代の道۩に৮れる、Րおこし体験、ٷ໼体験、ޯ づくりۄ
Րおこし体験、ޯ づくりۄ
ೄ文時代の道۩に৮れる、Րおこし体験
Րおこし体験、ٷ໼体験
Րおこし体験、ٷ໼体験
ೄ文時代の道۩に৮れる、Րおこし体験

７名
35名
8名
37名
12名
97名
10名
17名
36名
25名
19名
30名
122名
15名
85名
16名
13名
37名
52名
21名

５　文化財ʹؔ͢Δ৘ใൃ৴
１．ホームページによる情報発信

　４月からのアクセス数の推移をԼදに示し
た。年間૯アクセス数は 45,363 件で、月平ۉ

3,780 件となっている。年度ベースでは昨年度
よりも 1,532 件૿Ճしている。
　月ผのアクセス件数を見ると、４～７月が
4,000 件を超えるなど、上൒期のアクセスが多
い。また、ྦྷܭアクセス数は、11 月のஈ֊で
300,000 件を超えた。

２．データベースによる情報ఏ供

12月

月間アクセス数 ྦྷੵアクセス数
４月
５月
６月
７月
８月
９月

１月

10月
11月

２月
３月
ܭ߹

4,211
4,655
4,458
4,000
3,937
3,386
3,970
3,449
3,323
3,437
3,134
3,403

45,363

275,372
280,027
284,485
288,485
292,422
295,808
299,778
303,227
306,550
309,987
313,121
316,524

ଳαΠτのΑ͏͢ܞ　

　ϗーϜϖーδのΞΫセε਺Ұཡ
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種  ྨ
遺跡	ج本データ

遺跡	調査୆ா

遺物
遺物写真
写真
文ݙ

ܭ  ߹

60
74

0
0
0

1,871
2,005

13,766
 3,745

227,330
10,954
46,617
12,262

314,670

入力数 ܭྦྷ

４月
５月
６月
７月
８月
９月

１月
２月
３月
ܭ߹

10月
11月
12月

૯アク
セス数

֤アクセス数
遺跡 遺物 写真 文ݙ

27,971
27,787
19,483
21,913
18,173
23,587
30,251
34,134
44,411
43,791
26,814
36,183

354,498

5,417
5,394
5,712
9,113
5,487
6,110
5,757

11,525
21,419
13,739
7,813
9,962

107,448

12,853
15,065

6,161
6,224
7,902

11,973
18,707
10,000
11,068
15,354

8,728
9,856

133,891

4,135
2,967
3,028
2,517
2,779
4,033
4,517
4,264
4,268
4,410
4,143
4,892

45,953

5,566
4,361
4,582
4,059
2,005
1,471
1,270
8,345
7,656

10,288
6,130

11,473
67,206

　（１）アクセス数の推移
　平成 20 年度のアクセス数をԼදに示した。
データベースの年間アクセス数は 354,498 件、
月平ۉアクセス数は 29,541 件となっており、
のアクセス件数は、昨年度（104,727ܭ߹ 件）
よりも໿ 3.4 倍に૿Ճしている。
　その内訳を見ると、遺物データベースと遺跡
データベースが 100,000 件を超えており、ア
クセスのස度が高い。
　֤データベースのアクセス件数を昨年度と比
ֱすると、遺跡データベースは໿ 3.3 倍（昨年
度32,217件）、遺物データベースは໿5.8倍（昨
年度 22,917 件）、写真データベースは໿ 2.5
倍（昨年度 18,656 件）、文ݙデータベースは
2.2 倍（昨年度 30,937 件）で、全体的に૿Ճ
しているが、特に遺物データベースの૿Ճがஶ
しい。
　月ผのアクセス件数を見ると、10 ～１・３
月が 30,000 件を超えるなど、Լ൒期のアクセ
スが多い。

　（２）データの入力

　平成 19 年度に遺跡調査෦の文化財センター
੔備担当で作成されたデータ及び当館で作成し
ている「文ݙデータベース」の入力を行った。
新規入力数（テΩスト）をผදとして示した。
入力数はܭ߹ 2,005 件となっている。
　写真データベースでの４件のݮগは、データ
の見௚しをਐめたところ、データの重ෳがみつ
かり、࡟আしたためである。

３．まほろん通信
　４月 15 日、７月１日、10 月１日、１月 15
日の４回、5,000 ෦を発行した。概要は、以Լ
の通りとなっている。

　（１）まほろん通信 WPM.28（４月 15 日発行）
・ 実ٕ講࠲「まっ஡஡࿸をつくろう」（දࢴ）
・ 鉄づくりイベント報ࠂその２
・ ΰールデン΢ィークのまほろん
・ 文化財研修のご案内（４～６月の研修）
・ 平成 19 年度の入館者数
・ まほろんからのお知らせ（ʰまがたまクο

Ωーʱൢച開࢝）
年度の行事予定ࠓ ・

　（２）まほろん通信 WPM.29（７月１日発行）
・ １学期のおでかけまほろん（දࢴ）
・ 体験学習（実ٕ講࠲「土ث作り」）
・ 夏のまほろん（まほろん夏まつり・夏ٳみ

特ผ体験ϝχϡー）
・ 企画展案内（金の冠・᭿のかぶと－東京国

立博物館収蔵資料に見るふくしまの古墳時
代－）

・ まほろん研究޿場（アンΪンを考える～そ
の２「アンΪンはどのような道۩や方๏で
製作されたのか」～）

・ 文化財研修のご案内（７～９月の研修案内）
・ γϦーζ収蔵品঺հ７（ਫ辺のࡇ᛾遺物）
・ まほろんからのお知らせ（夏ٳみは無ٳで

す）

　（３）まほろん通信 WPM.30（10 月１日発行）
・ まほろん実ٕ講࠲「親子で土థづくり」（ද

（ࢴ
・ 体験学習（実ٕ講࠲「Χラムγから෍をつ

第 3 章　管理業務の実施および利用状況

　σータϕーεのΞΫセε਺Ұཡ

　σータೖྗҰཡ
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くろう」・実ٕ講࠲「古代のછ৭にちょう
せん）

・ 秋の館長講演会
・ 企画展案内（ふくしまの重要文化財Ⅵ　考

古資料：石川町鳥内遺跡）
・ 夏まつりのようす
・ まなびピアふくしま 2008 のご案内
・ 文化財研修（民ଏܳೳの見方とָしみ方　

無形の文化財研修）
・ γϦーζ収蔵品঺հ８（ۄ川ଜ؍Իࢁ遺跡

出土のَנ）
・ まほろんからのお知らせ（໫つき大会が近

づきました）

　（４）まほろん通信 WPM.31（１月 15 日発行）
・ ໫つき大会のようす
・ 体験学習（第８期「まほろん৿のक़」の活動）
・ まなびピアふくしま 2008 報ࠂ
・ 企画展案内（新編陸奥国風土記　巻之七　

̒　文化財ʹؔ͢Δݚम
１．研修実施の概要

  平成２̌年度の研修は、入໳研修５回、ૅج
研修１回、ઐ໳研修９回、特ผ研修７回の߹ܭ
２２回を実施した。これらの期日指定の研修以
外に、受講者のر๬にԠじて行うྟ時館内研修
は６回、৬һ೿ݣ研修を１回実施している。博
物館学学外実習を１回実施した。平成２̌年度
に研修を実施した日数はԆべ３９日、研修のࢀ
Ճ者は６７１人である。昨年度より２倍近い受
講者数となったが、特にઐ໳研修への受講者の

۠෼ 研修名 内                       容 期間 場所

入
門
研
修

専
門
研
修

特
別
研
修

研修ૅج

入໳考古学講࠲ᶗ
入໳考古学講࠲ᶘ
福島県のๅ物
入໳考古学講࠲ᶙ
考古学と地方࢙研究

土ث復元研修
調査ٕज़研修ᶗ
ઐ໳考古学講࠲ᶗ
調査ٕज़研修ᶘ
調査ٕज़研修ᶙ
࢙跡੔備研修
ઐ໳考古学講࠲ᶘ
時代ผ研究研修
ᦰ遺跡研究研修׭

ઐ໳考古学講࠲ᶙ
体験学習支援研修１
体験学習支援研修２
体験学習支援研修３
文化財保ޢ指ಋ者研修会
体験学習支援研修４
৬һ発۷調査体験研修ڭ
無形の文化財研修
博物館学学外実習

町ଜ৬һ長期研修ࢢ
ྟ時館内研修
৬һ೿ݣ研修

考古学の初歩を学ぶ講࠲
考古学の初歩を学ぶ講࠲
指定文化財展に関࿈した入໳的な講࠲
考古学の初歩を学ぶ講࠲
考古学と地Ҭのྺ࢙研究との関わり学習する講࠲
ഁยの઀߹やܽଛ෦෼のิ修など土ثの修復を学ぶ研修
考古学に関わる調査ٕज़を学ぶ研修

考古学に関わる調査ٕज़を学ぶ研修

文化財や考古学のઐ໳的知ࣝをਂめる講࠲

考古学に関わる調査ٕज़を学ぶ研修
࢙跡੔備のための調査・記録・事務手続きの研修

文化財や考古学のઐ໳的知ࣝをਂめる講࠲
時代ผのઐ໳的研修
ᦰ遺跡の研究成果や調査方๏に関する研修׭
文化財や考古学のઐ໳的知ࣝをਂめる講࠲
文化財を体験学習にԠ用する方๏を学ぶ研修
文化財を体験学習にԠ用する方๏を学ぶ研修
文化財を体験学習にԠ用する方๏を学ぶ研修
県内の文化財保ޢ৹議ҕһや保ଘ会等の人々のための研修
文化財を体験学習にԠ用する方๏を学ぶ研修
発۷調査を体験し学校ڭҭ・ࣾ 会ڭҭに໾立てる研修
無形の文化財のૅج知ࣝと調査方๏を学ぶ
実習をとおして博物館の実務を学ぶ
文化財行੓担当者としての全ൠ的な知ࣝを学ぶ研修
遺物実ଌなど要๬にԠじݸผに白河館で対Ԡする研修
して行う研修ݣ町ଜ等の要੥によってਵ時,৬һを೿ࢢ

6月22日
9月13日
11月8日
11月15日
1月31日
9月27日～28日
5月17日～18日
7月19日
9月6日
10月26日
11月11日
11月29日
12月13日
1月17日
2月28日
4月27日
5月25日
6月14日
7月29日～30日
8月3日
8月6日～8日
8月24日
9月9日～13日
ྟ時的
ྟ時的
ྟ時的

館内
館内
館内
館内

館内
館内
館内
館内
館内

館内
館内
館内
館内
白河ࢢ
館内
࿘ߐ町
館内
館内
館内
館内
館外

館内
館内
白河ࢢ

ઘ࡚ଜ

福島ࢢ

信夫郡）
・ まほろん研究޿場（໢代を考える～「ೄ文

時代からݱ代に続くٕज़の࿈続ੑ」～）
・ 文化財研修（ઐ໳文化財講࠲ᶘ「奥भ平ઘ

の調査成果」）
・ まるごとまほろんࢼ行
まほろんからのお知らせ

　文化財ݚम࣮施ঢ়گ
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　文化財อࢦޢಋऀݚमձͰまほろんֶݟ

૿Ճが߹ったことにՃえ、ࠓ年度から特ผ研修
にՃえた「文化財保ޢ指ಋ者研修会」のޮ果が
大きい。

２．研修実施状況
　平成 20 年度に実施した研修のࢀՃ者の৬業
ผ内訳は以Լの通りである。最もࢀՃの多かっ
たࢢ町ଜ等で文化財の保ޢにܞわる৬һ・ҕһ
は、２５̌人で全体の３８ˋ઎めている。ڭ৬
һのࢀՃ者は６３人で９ˋ、文化財関܎のࢢ民
ボランティアの２̌８人で３１ˋを઎め、その
他一ൠ人・学生が１５̌人で２２ˋであった。
をऔり入「指ಋ者研修会ޢ文化財保」年度はࠓ
れたことで、֤ࢢ町ଜの文化財保ޢ৹議ҕһの
民ボランࢢՃが多かった。昨年度に引き続きࢀ
ティアや一ൠの人々の受講も多い。
　入໳研修は、Լදに示した通り入໳考古学講
。などを５回実施した࠲

入໳考古学講࠲は、「ҥ・৯・ॅの考古学」
を年間のγϦーζテーϚとした。「入໳考古学
講࠲ᶗ」は、「ॅの考古学」をテーϚに発۷調
査で発見されたॅまいの形ଶのมભを、写真や
まほろんの԰外展示を活用して当館の৬һがղ
આした。「入໳考古学講࠲ᶘ」は、「ҥの考古学」
をテーϚに࢝ݪ・古代のҥ料や、そのૉࡐにつ
いて当館৬һが講ٛした。「入໳考古学講࠲ᶙ」
は、「৯の考古学」である。この講࠲ではࣽਬ
用の土ثにこびりついた「おこ͛」などの୸化
物から、ݪ ・࢝古代の調理方๏などをྨ推した。
講ࢣは当館৬һがつとめた。「福島県のๅ物」は、
まほろんが秋に行う、県内の重要文化財資料を

展示する企画展とタイアοϓして行った入໳考
古学講࠲である。ࠓ回は福島県の重要文化財に
指定されている、石川町鳥内遺跡出土の໻生土
を৬һがղઆثをテーϚに、展示した໻生土ث
しながら行った。「考古学と地方࢙研究」は、「文
資料と考古資料の઀点」をテーϚに地方࢙研ݙ
究にܽかせない文ݙ資料と、発۷調査などで発
見された考古資料との相互関܎について、福島
県ྺ࢙資料館の本間ࢯ޺が、福島県文化センタ
ーࢹௌ֮ࣨで講ٛを行った。
を実施した。「土「復元研修ث土」、研修はૅج　
ज़ٕૅجのิ強・復元のث復元研修」は、土ث
を学び、復元した土ثを展示ެ開できるように
するための研修である。いわきڭࢢҭ文化事業
ஂ理事のদ本༑之ࢯに講ࢣをおئいして実施
した。
　ઐ໳研修は、ઐ໳考古学講࠲や調査ٕज़研修
などを９回実施した。「ઐ໳考古学講࠲」はࠓ
年の「館長講演会」のテーϚに߹わせて「๺日
本の文化」をγϦーζテーϚとした。「ઐ໳考
古学講࠲ᶗ」は、東๺古代࢙研究の第一人者で
ある福島大学名༪ڭत޻藤խथࢯに「՜Ҕと東
๺の古代」を演題に講ٛしていただいた。「ઐ
໳考古学講࠲ᶘ」はੈք文化遺࢈登録を目指し
ていた平ઘ町から、平ઘの遺跡調査にܞわった
ീ重ֽ஧࿠ࢯをおটきして「奥भ平ઘの調査成
果」について講ٛしていただいた。「ઐ໳考古
学講࠲ᶙ」は、「周辺民族とې鉄੓ࡦ」につい
て東๺大学大学Ӄڭतのਂᖒඦ߹子ࢯに講ٛ
をおئいした。๺ւ道アイψや古代中国の๺方
民族における鉄生࢈の在り方を講ٛしていた

第 3 章　管理業務の実施および利用状況
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だいた。「調査ٕज़研修」は、発۷調査ٕज़に
関するઐ໳研修で、「調査ٕज़研修ᶗ」は土ث
のද໘を࡯؍し、土ثද໘に付着した୸化物か
ら、土ثの࢖用๏や調理๏をղき໌かす「スス・
ίήから見たೄ文・໻生土ث、土ثࢣによる調
理方๏」を๺陸୹期大学ڭतの小ྛਖ਼࢙ࢯが講
ٛした。「調査ٕज़研修ᶘ」は土ثのද໘を؍
。する研修である࡯の作り方を考ثして、土࡯
講ࢣは当館৬һが担当した。「調査ٕज़研修ᶙ」
は、藤本強館長が大ܕフィルムΧϝラによる
写真ࡱ影の必要ੑについて講ٛしたのち、大ܕ
Χϝラの࢖用方๏を実ફした。「࢙跡੔備研修」
は、࢙跡੔備に関する調査・੔備方๏・事務手
続きなどについて学ぶ研修だが、ࠓ回はઘ࡚ଜ
の「ઘ࡚૷০ԣ݀」の੔備について、੔備を担
当したౢଜ一ࢯࢤに講ٛしていただいた。「時
代ผ研究研修」は、ೄ文時代後期前༿の土ثに
関する研究成果を当館৬һがまほろん所蔵の
土ثを実見しながら、講ٛを行った。׭ᦰ遺跡
研究研修は、「古代白河郡の׭ᦰと׭ᦰ関࿈遺
跡」をテーϚに白河ڭࢢҭҕһ会のླ໦一णࢯ
が講ٛした。
　「特ผ研修」のうち　「体験学習支援研修は、
土ث作りや土ثのমき方、২物からࢳをऔる方
๏などを研修した。ࠓ年から特ผ研修にՃわっ
た「文化財保ޢ指ಋ者研修会」には県内の文化
財保ޢ৹議ҕһのօ様が大੎ごࢀՃいただい
た。「ڭ৬һ発۷調査体験研修」は࿘ߐ町のా
子平遺跡で実施した。「無形の文化財研修」で
は民ଏܳೳの見方を県文化財保ޢ৹議会ҕһ
のࢯ܇߂ాݒに講ٛしていただいた。

このほかに、「ྟ時館内研修」を 5 回、「৬
һ೿ݣ研修」を２回実施した。

̓��文化財の׆用ʹؔ͢Δௐࠪڀݚ
１．「研究復元製作

（１）研究復元の目的
　研究復元事業は、遺跡から出土した遺物や֬
認できた遺構を対象とし、古代のٕज़やૉࡐを
できうるݶりݕ౼し、ࠓにᙋらせるものである。

平成 17 年度から「金࢙޻から見た古代石എ・
石৓国設立のಾ」をテーϚとして、いわきࢢ中
ాԣ݀出土അ۩ྨを復元製作している。

この研究復元では、開館時に復元した白河ࢢ

ᝈ内 37 ߸ԣุ݀から出土したഅ۩ྨとの比ֱ
ज़の地Ҭٕ޻を行い、福島県の古墳時代金౼ݕ
ࠩから、そのࣾ会എ景にഭり、さらには古代の
石എ・石৓国の設立のಾをղ໌することを目的
とする。

（２）研究復元のܭ画
　対象とした資料は、いわきࢢ中ాԣ݀出土の
അ۩ྨであり、これらを以Լのような年次ܭ画
で復元する。
　平成 17 年度：金ಔ૷໦製Ҍと৲ܨ関࿈
　平成18年度：金ಔ૷ಂ（֯ࡾਲ਼形ᆵಂ）の内、

໦଻෦
平成 19 年度：金ಔ૷ಂ（֯ࡾਲ਼形ᆵಂ）の

金ଐ෦製作及び׬成
　平成 20 年度：োట
　平成 21 年度：അླ
　平成 22 年度：ܨڳ
　平成 23 年度：໘ܨ　

（３）平成 20 年度の経過
平成 20 年度はোటを製作することとし、製

作に関するݕ౼会を３回、中ాԣ݀の૷০น画
の৭調調査を１回実施した。

７月 29 日：第１回ݕ౼会（ԙ：まほろん）
国内・ؖ国の出土例やݱଘ例、৥ྠഅの૷০

をもとに中ాԣ݀のোటについて૝定復元。
９月 14 日：中ాԣ݀น画৭調調査（ԙ：い

わきࢢ中ాԣ݀）
中ాԣ݀の一ൠެ開日に߹わせ、ԣ݀を見学

するとともに、น画の৭調を৭見本にরらし߹
わせてݕ౼。

12 月 25 日：第２回ݕ౼会（ԙ：まほろん）
োటԑ০りのࡉ・࣭ࡐ෦、金ಔ製⇓۩のࢭめ

方、革のॲ理などについてのݕ౼。
３月 15 日：第３回ݕ౼会（ԙ：まほろん）
２ຕのোటを一体化させる革ଳのݕ౼・調੔

後、ೲ品。

（４）復元した資料
　中ాԣ݀に෭૴されたഅ۩のうち、োటは
本体が出土していないことから、༗機࣭であっ
たと推ଌされる。োటはҌやಂとセοトのもの
であることから、過年度のಂ製作のࡍにࢀ考と
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したಸྑ県຀໺古墳出土のোటをࢀ考に設ܭし
た。
　োట本体は２ຕ製作し、形状は長方形ج調で、
ఱはҌに߹わせて後Լがりとし、中ԝ෦をく΅
ませた。大きさはॎ 560 ᶱ、ԣ 500 ᶱで、ް
さ３ᶱにࠉいた革を࢖用し、Լ෦には実ࡍのน
画の৭に߹わせて、ベンΨラを用いたग࣫によ
るԼ向き６ݸのࣃڒ文を施した。ԑ০りはఱ・
�ӈの長さを上方３ࠨ、ӈの３辺に付け・ࠨ ４
とし、෯ 30 ᶱ、ްさ４ᶱの革をްさ２ᶱ、෯
໿３ᶱの革ඥで๓い付けた。௻り金۩は１ຕに
付き２ݸずつ製作し、ԁ形の୆࠲の革に金ϝο
Ωした⇓۩を઀߹してから୆࠲を本体に革ඥで
๓い付けた。なお、ԑ০り・୆࠲とも๓い付け
た革ඥがමのように見えるようにした。
　革ଳは２本製作し、それͧれのઌに金ϝοΩ
したଳઌ金۩をऔり付けた。

なお、࢖用した革はタンχンなめしॲ理した
ްさ４～５ᶱのڇ革で、࣫ృりを施した。

　２．研究紀要
研究紀要 2008 目次

－研究࿦考－
・ まほろん３߸࿍による製鉄ૢ業－平成 19

年度「古代の鉄づくり」イベント報ࠂ－（ೳ
登୩એ߁）

・ 「鉄づくり」イベント࢈出鉄մの෼ੳ調査
（̛̟̚テクϊϦαーνࣜג会ࣾ）

・ まほろん３߸࿍（ೆ相അࢢ大ધഭ̖遺跡
15 ߸製鉄࿍の復元࿍）におけるૢ業条件
と鉄մの組織࡯؍（ࠤ藤݈ೋ）

・ 金୔地۠製鉄遺跡܈の製鉄࿍における౿み
᯿規模のม化について（安ాູ）

・ 古代集落内土ثࢣ生࢈の新事例（ੁݪ঵夫）
・ 相അࢢ高দ古墳出土のਢثܙについて（୮

࣏ಞՅ）
・ ެ開ܕ遺跡データベースについて（藤୩੣）
－案ࢼഋ製作ٕ๏に関する一ثࢣғࣜ土܀ ・

製作体験による報ࠂ－（石本߂）
・ ೄ文時代の໢代－ٷ手̖ݪ遺跡のఈ෦ѹࠟ

土ثより－（ࠤ藤ӻ夫・大೾紀子）

̔　ϘϥンςΟΞのӡӦ
１．登録

（１）まほろんボランティア
　当館に登録するボランティアの名শをʰまほ
ろんボランティアʱといい、登録形ଶによって
と「ஂ体登録ボラン「人登録ボランティアݸ」
ティア」とにわかれる。ஂ体登録ボランティア
はʰしらかわޠりの会 	ɦ12 名 
 の登録があり、
イベント等での館活動にご協力いただいた。
　一方、ݸ人登録ボランティアの登録状況は
ผදの通りである。登録ر๬者は規定の研修修
了後、طଘの登録者はߋ新手続き後、４月１日
付けで登録が行われる。なお、特にஅりがない
場߹、以Լに挙͛るボランティア活動の記ड़は
人登録ボランティアに関࿈してのものであݸ
る。

　まほろんϘϥンςΟΞొ࿥ঢ়گ

平成20年度登録者数

平成20年度登録者最年গ年ྸ
平成20年度登録者最年長年ྸ

平成20年度登録者平ۉ年ྸ

４１人（உੑ２１
人ঁੑ２̌人）

உੑ５８）ࡀ５８
（ࡀ５７ੑঁࡀ

ࡀ１９

ࡀ８１
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　まほろんαϙーター.FUT ొ࿥ঢ়گ

̕��ͦのଞ
　１．年報
　̖４൛ 32 ページの「年報 2008」を作成し、
機関に送付し܎ҭҕһ会や学校等の関ڭ町ଜࢢ
た。
　
　２．運営協議会の開催
　福島県文化財センター運営協議会は、年２回
開催し、ҕһからの運営に関するҙ見を館の管
理運営に൓өさせるように努めている。
・　第１回　平成 20 年８月 30 日
・　第２回　平成 21 年２月 27 日

平成20年度登録者数
平成20年度登録者主体年ྸ

平成20年度新規登録者数

１５人

ࡀ１１

１̌人

　ϘϥンςΟΞΠϕンτのΑ͏͢

　

　（２）まほろんαϙーター̴̢̓͂
まほろんαϙーター .FUT	 ϝοπ 
 の活動内

容は、まほろんボランティアの活動が館の運営
方਑に則った自主的なものであるのに対し、৬
һやまほろんボランティアの指示によりそれら
の館活動のิॿを行うものである。

２．活動内容
（１）活動内容
１）主な活動内容は以Լの通りである。

˔ ԰内展示、໺外展示の案内・ղઆ
˔ 体験学習 	 実ٕ講࠲・ஂ体等 
 の支援
˔ イベント 	 ໫つき大会等 
 の支援
˔ 体験学習ࡐثの製作
˔ ໺外展示のՐขき管理

２）自主活動άルーϓとしての活動
　いくつかの自主活動άルーϓが形成され、ά
ルーϓごとに企画・運営・自主研修が行われて
いる。自主活動άルーϓは以Լの通りである。

˔ まほろんΦϦΤンテーϦンά
˔ ২物࡯؍πアー
˔ 見どころ案内πアー
˔ 土ثづくりάルーϓ
˔ アンΪン編みάルーϓ
˔ 収蔵資料の修復・復元άルーϓ

˔ イベントάルーϓ
３）まほろんボランティアの会の運営
　平成１７年度よりݸ人登録ボランティアで構
成するh まほろんボランティアの会 をɦ発଍し、
ຒ蔵文化財のѪޢとී及、会һの資࣭向上と相
互ަྲྀを目的に自主的な組織による運営が行わ
れている。

（３）受け入れ体制
　当館のボランティア活動は、ボランティア３
・しない無ঈڅ則のもと、ன৯やަ通අを支ݪ
無څ制をݪ則とする。しかし、活動中の事ނ等
をิঈするボランティア保ݥのՃ入、ϢχフΥ
ームの貸༩、ࣨܜٳの֬保、֤種研修の実施な
ど、活動環境の੔備をਤっている。
　また、学ܳάルーϓにਖ਼・෭２名のボランテ
ィア担当者を഑置し、館ଆとのスέジϡールや
活動内容の調੔を行っている。

（４）ボランティアイベント
１）まほろんࡇり ボランティア 2007
昨年度に引き続き、まほろんイベント「໫つ

き大会」と同日開催として実施した。自主活
動άルーϓの活動঺հを中心に、来館者の方々
にボランティア活動への理ղや関心を高めても
らうことを目的として行われた。「໫つき大会」
との相৐ޮ果で、終࢝੝況であった。
開催日時：平成 20 年 12 月 7 日 	 日 
10�00 ～
　　　　　14�30
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第４章　まほろん施設の概要
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第５章　まほろんの条例・規則
１　福島県文化財センター白河館条例
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